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大学ーその顔と表情一

日吉情報センター

山 崎照雄

（法学部教授／ドイツ語，

哲学・倫理学）

務大学に豊富が先き駆け，

図信館と研究室の資料・文

献， t!Jliliの管理rr・運用の，

両者の統合による，運営機

能並びにサービスの高次化

を目指し，研究・教育情報

センターへの改組に先鞭を

つけて8年余をへた。たま

たまこの年，.(E外rj1で，その経緯，消息、にゆjかでない

が， ;flは当時，アノレスター湖畔を見おろすl4階建，ハン

ブ／レク大学の哲学研究室や石造古色のウイ ｛ン大学研究

室の客員教授扱いで苦慮利用の使宜を供され， 大学図書

館では，たたずまいこそささやかながら，ライン河をl以

下に，総ガラス張りの閲覧室から往来する船足に耳目を

楽しませたボンや，地中海の~と水の~をひと色に溶け

合わす眺めを~にしたベイルートのアメリカ大学図m~n

へ，昼食抜きでせっせと半月通っていた。どこでもライ

ブラリアンに特有のあの親身な好意を共通にしていて

unforgetableであった3 声高な大学解体の叫びに，向う

も旧体制の改革と模索は織んであったが，有機的に聞か

れた情報センター化の例を見聞しないままに戻った。

その有りょうは多様ながら，新旧をおしなべて，大学

内の図笛館，研究室の施設や外観に，当の大学の「顔」

が如実に覗かれる思いであった。そこに漂い，立ちこめ

る活気と厳密類，それに専門験員の謙虚と衿持をないま

ぜたサービスを加えれば，また自ずと，その大学独自の

「表情Jがにじみ出で，ゆくりなくも行きずりの利用者
にさえ，品格というか，大学それ相応の「格」と党しい，

イメージを時々鰹に告げているかに見うけられた。

由来，激石の三四郎ならずとも「これから先は，図

館でなくちゃあ，物足りぬJ一面は，近頃の情報メディ

アの変貌ぶりにつれての機能と形態の転換にもかかわら
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ず総らぬ訳で，学生サイドでの学的研鈴，真理への飢え

や渇きに応える使命とその役割とは，今日も果たしつづ

けているといえましょう。

が， 発足以来お’~l·折 りの三沢所長のあと ， 高烏所長や

日吉主任の方々から，最後の奉公と心がけ，あい勤めよ

とはげまされ，はからずもお引き継ぎする仕儀とな っ

た。ただ，生来の，昼行燈 lumenobscurumに加えて，

新参，教育実習中の身で，抱負なぞとはおこがましく，

このような私事，態見を以ってご挨拶に替えさせて頂く

次第です。

幸い当センターのベテラン方のティーム ・ワークに支

えられ，目下，現状の再検討と問題点の総凌い作業中

で，近。〈高烏所長にご提出のうえ，お赦し頂ければこれ

を塾長，ffl結担当理事或いは日吉主任会議，安員長各位

のご高~に供し，深切なご理解と強力な；絡別のご援助を

賜わりたいと存念しています。

すでにご案内の通り，この辺の消息も，先刻，大学報

（第82号〉で，明敏な高烏所長の「動き始めた新図曾館

構想Jq，の「日古凶由自民の現状と将来Jにおける的確，

正鵠なご指摘により，窮状の核心は美事に易IJJ;たずみで，

皆保のご記憶に新たでありましょぅ。私共も品品に付し

「研究者と学生とが共に使宜を受ける図fil館建設を，計

画すベきi時期」の実現を熱望し，微哀を吐露いたせば，

これを 5年後に辿る，日古創設50周年，記念行事の一環

として，三国の新図器館と相並んで，名実:jtに「天下の

慶F!Jのく飯＞にふさわしい日吉図書館・研究倣，建設

の日を切念してt口、まぬ者です。

見果てぬ夢に，現実を省りみぬは狂気，現実のみを重

んじて夢ひとつ聞かぬも狂気。さりとて現状になずむ余

り，程々に折り合いをつけ戦わずに生きるは，狂気の極

み…とか。ラ ・マンチュアの男の夢にも似る希望の虹

を， 120年の歴史を踏まえ，続々とこの丘に登り集う，

全学部に跨る若い後輩らの，紺碧の明日の空への飛淘に

架けて，お力添え願えるか否か。ひとえに塾の進路策定

の衡にお当りの舵手の方々の深厚な認識，ご英断と， O

B諸賢の義塾に寄せられるパッシヨン（ご情熱〉との総

結集の成否いかんにかかるものと存じ，五五に塾の前途に
ほえ

栄光あらんことを希って繍悠いたします。

注H医者は任期満了に伴って退任した三沢進君の後を

承けて昭和53年4月1日から日吉情報センター所

長に就任した。



数 学者 と文献

数学者のライブラリー

の利用のしかたについて

書いてほしいということ

であるが，数学者だからといって，他の専門の方

々とそう変ったことはなさそうである。ただ，文

献とのつき合い方には，いくらか特徴があるかも

しれない。学問の性格というのは案外そんな所に

にじみ出してくるものである。そこで，そういう

事を中心に何か書いてみよう と思うのだが， これ

も実は自分自身のこと しかわからない。

私はどちらかといえば無精者のほうで，文献も

必要最少限しか読まない。だから勤勉な数学者は

私とはちがった方法で文献に接しているのかもし

れない。しかし見わたした所，私程度に無精な数

学者もかなり多勢ρるように思われるので，これ

から書くことも，まんざら一般性がないわけでも

ないと思う。

さて，この頃はむやみにたくさん論文が出版さ

れる。これは私のような無精者にとっては，はな

はだ困ることである。新着の雑誌の中から自分に

役立ちそうな論文を拾い出すことが，最近は結構

大へんな仕事になってしまった。

論文というのはp 要するに印刷された数ページ

の文書にすぎないので，それ自体は情報でもなん

でもない。それを読むことによってはじめて情報

化されるわけである。ところが数学の場合，論文

を 「読む」というのは「はじめから終りまで，推

論を細かくチェ ックし，計算をいちいちゃり直し

ながら読む」ということであって，こういう手間

のかかる読み方を しない限り，論文は情報に転化

しないのである。

斎藤 利 弥
（工学部教授／数理工学〉

これは数学という学問の性格によるのだろうと

思うのだが，論文に書かれていることは「本当」

か「うそ」かのどちらかであり，そのどちらであ

るかは論文を読めばわかってしまうはずのものな

のである。だから相反するこつの学説が長い間対

立するということは数学では決しておこ らない

し，また実験科学の場合のように追試によって誤

りが発見され，「本当」だと思っていたことが「う

そ」になるということもない。読めばその時点で

すべてが明々白々となるべきものであ り，そして

明々白々にならない限りは情報としては役に立た

ない。だから論文に述べられている結果を利用し

たければ，すべてが明々白々になるような読み方

で論文を読まなければならないということにな

る。

こういう手間のかかる読み方をする ものだか

ら，そうそうたくさんの論文を手当り次第に読む

わけにはいかないので，かなり神経を使って読む

べき論文を精選しなくてはならない。ことに私の

ような無精者は，自分に直接役に立ちそ うもない

論文は，できるだけ読まずにすませたい のだか

ら， ますます事は面倒になる。

十数年ほど前，アメリカ数学会が，専門の分野

を指定して， しかるべき料金を払う と新しく出た

その方面の論文のコピーをそろえて送ってくれる

というサービスをはじめたことがあったのだが，

私の場合，こういうサービスはあまり役に立たな

い。たとえば私は最近力学系とよばれる分野で仕

事を しているのだが，力学系ということばがタイ

トノレにはいっている論文でも全然興味をひかれな

いものもいくらもある し，逆に純粋な トポロジー
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の分野に属する論文でも大へん役に立ちそうなも

のもある。つまり何が私にとって役に立っかとい

うことは，専門分野の名前では決められないの

で，したがってこういう手っ取り早い方法は通用

しない。これは必ずしも私に限ったことではない

らしく，このサービスは利用者が少くて中止にな

ってしまった。

さてそれではどうするかというと一一コンピュ

ーターを使った大がかりな情報検索が進んでいる

今の世の中に，まことに聞が抜けた話なのだが一一

折にふれては図書室に顔を出して，新着の雑誌を

いちいち自分の手でめくるという，いちばん原始

的な方法がいちばんよい。もっとも，数論の専門

誌である ActaArithmeticaとか， 確率統計の専

門誌である Annalsof Mathematical Statistics 

のように，はじめから私の役に立たないこ とが明

かな雑誌には手をふれないが、何かひっかかりの

ありそうなものは，なるべくながめてみることに

する。そしてちょっと気になるタイト／レの論文と

か，今までにたびたびその仕事を利用させてもら

った著者の論文とかが目についたら，その内容を

ざっとみわたし，主要な結果をひろい読みしたり

して，その論文を読むべきかど うかを決定する。

これが私に限らず，多くの数学者が採用している

論文選択法である。年期のはいった数学者なら，

この方法で多くの文献の中から読む価植のあるも

のを嘆ぎ分ける鼻をもっているーーと少くとも自

分だけはそ う思ってU、る。

これは手間暇のかかる仕事だけれど，決してつ

まらない仕事ではない。むしろ数学者逮はこの仕

事を楽しんでいるように見える。ただしこれを本

当に楽しくやろうと思ったら，大図書館の閲覧室

のような静粛で緊張した雰囲気の漂ってい る所

で，端然と机に向って座ったのではだめなので，

椅子に行儀悪くふんぞりかえってお茶でものみな

がら，あるいは友人とーしょにページをめくって

論文をほめたりけなしたりしながら，要するにく

つろいだ環境でやるのがよい。本当は新着雑誌を

一抱え家にもって帰って，深夜番斎に とぢこも

り， ウイスキーでもちびちびやりながらページを

めくるのがu、ちばん楽しいのだろうが，これは実

現不可能だからあきらめることにする。

数学者にはどうもこういうだらしのないやり方

が性に合うらしく， だから彼等はとかく中央図

館を敬遠して，自分遠の研究室の近くに，自分違

専用のライブラリーをもちたがる。これは工学部

情報センターの方針である centralizationとは全

く相反する精神で誠に申し訳ないのだが，そして

centralizationというのは学部全体と してみれば

確かに効率のよいやり方なのだろうとは思うのだ

が，何分にも効率という考え方があまりぴんとこ

ない連中が多いのだから仕様がない。

そこでわれわれの数理工学科でも，現在の建物

に移った時，図書室をつくることにした。毎年か

なりの研究費をつぎこんで図書を買い込み，さら

に昨年からは日本数学会から，学会誌と交換で迭

られてくる内外の雑誌の保管を委託されたので，

かなりの点数の専門雑誌をそなえることができ，

スタ ッフの諸氏に数学者流の情報検索を楽しんで

頂いている。これはいわば情報センターの原則で

ある centralizationに対する造反行為に近いが，

それにも拘らず，情報センターがライブラリアン

を出向させて全面的に援助して下さっているのは

本当に有り難いことで，ここで心から御礼を申し

上げておく。

何だか話があらぬ方角にそれはじめたようであ

るが，とにかくこんな具合にして読むべき論文を

さがし出す。今度はいよいよそれを読む段取りに

なるわけだが， それがすでに申し上げたように大

へん手間のかかる仕事なので，まずコピーをと

る。私がまだ若かった頃はコピーをとるというこ

とはすなわちタイプライターを叩く ことであ っ

た。電動タイプライターなどはなかったから，文

字通り叩くという感じである。おまけに叩き終っ

た後で数式の苦手き込みをしなければならない。こ

れはかなり面倒な作業であった。それに比べると

この頃は，複写機に雑誌をのせてボタンを押せば

よいのだから楽なものである。あまり楽なものだ

からむやみにコピーをとって，そのまま本棚につ

っこんでおくということもしばしばあるのだが，

もちろんそんなこ とはしないほうがよい。コピー

をもって研究室なり自宅の書斎なりにたてこも
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り，計算用紙と鉛筆と灰皿とをかたわらにおいて

読みはじめるべきである。かくしてそれから数日

間一一場合によっては数週間が一つの論文を読む

ために費される次第となる。

こうい うしっこい読み方は，何も論文に限ら

ず，単行蓄についても同じである。もちろん，何

か特定の事項をしらべるために，審物の一部分を

ひろい読みするとともしばしばあるけれども，単

行書とのつき合いはそれだけにとどまらない。数

学者という職業をつづけよう と思ったら，いくつ

になっても学生時代と同じように，むきになって

書物ととりくまなければならないのである。

なぜかといえば，数学ではつねに新しい結果が

組織化され，新しい理論体系が組み上げられてい

く。そしてその新しい理論体系がいろいろな分野

に有力な道具として浸透していくので，今までに

なかった新しい数学的言語をたえず習得していな

いと研究の第一線にとどまっていることが難し

v、。

たとえば，私の専門に近い所でいえば，私の若

かった頃，多様体上の微分方程式を研究するため

には，微分方程式そのものの知識の他には1930年

代頃までのトポロジーの理論を知っていれば一応

間に合ったものである。ところが近年微分 トポロ

ジーとよばれる理論が急速に発達し，これが多様

体上の微分方程式の研究にきわめて有力な武器で

あることがわかってきた。その結果微分トポロジ

ーの専門家達がこの新しい武器を掲げて我々の縄

張りにのりこんでくる。こうなるとこちらものん

びりしてはいられない。そこでいい年をして微分

トポロジーの書物ととり くまねばならなくなる。

今まで全く知らなかった理論を勉強して，それを

自分の研究に使いこなそうとい うのだから，学生

時代に帰ったつもりで，ねばり強く書物ととりく

む必要がある。このねばりがなくなった時，数学

者は現役から脱落するのである。

こういう目的で一冊の書物を読み上げるには，

当然かなりの時聞を要する。だからライプラリー

の利用者側からみれば，図書の貸し出し期間をで

きるだけ長くしてほしい。 しかしライブラリ ーの

立場からみれば，一冊の本をいつまでも独占され

ることはその公共性に反する。現在われわれの図

書室は単行書の貸し出し期間を一応三ヶ月と定め

ているのだが，これは図書室の管理という点から

みれば長すぎるし，借りる側からみれば短かすぎ

る。いちばんよいのは利用度の高そうな書物をす

べて三，四部まとめて買い込むことなのだろう

か，そんなことをしたら研究費はたちまち底をつ

いてしまう。

要するに数学者の文献利用法はどうみてもあま

りスマートではない。多くの論文や書物にスピー

ディーに目を通して，要領よ くメモをつくってい

くというような塊爽たる情報収集の仕方は数学者

にはあまり縁がない。われわれと文献とのつき合

いはいつもしつこく，そして少しばかり重苦 し

U、。

ところで，こんな濃密なつき合いをしてやっ と

得られたものを，たんに「情報」とよんでよいの

だろうか。この文章でもたびたび情報ということ

ばを使ってはきたものの，私自身は近頃はやりの

この便利なことばがあまり好きではない。自分の

研究に一転機をもたらしてくれたような貴重な先

人の労作までも，情報というこ とばの中に一括し

てしまうのは，何か粗野な行為のような気がして

ならない。そんなわけで，この大学に来てまだ日

の浅い私は，図書館を情報センターとよぶこ とに

いまだになじめないのである。

理工学情セメモ

0学生用基本図書の充実
過去数年間，図書予算は研究者用の雑誌の

購入を重点に使用されてきたため，学生用図

書の整備がかなり遅れているのが実状であっ

た。 昭和52年度からは，この点を改善すぺく

必要な予算申請を行い，学生用基本図書の充

実に向けて第一歩を踏み出した。

。雑誌所蔵目録 ’77年版の刊行

’71年版の刊行以来すでに7年が経過し，こ

の間， JICST資料の増加，パックナンパー

の追加，新規雑誌の購入等により蔵書内容が

かなり変化したので，利用者の便宜を図るた

め’77年版の雑誌所蔵目録を刊行した。
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） 対話…

＜スタ ＇'lフルーム＞ .,...,,., 

池田 久 子

ここは矢上のテニスコート。教職員も学生

も， 一日の疲れを忘れて，白球を打ち合う熱

気のこもった姿がさわやかだ。工学部と して

矢上台に移転して七年。丘の片隅のテニスコ

ートからは，体育館，生協，食堂，部室，情

報センター，教室，研究・実験棟と充実した

キャンパスが見渡せる。一つ谷を越えれば，

日吉キャンパスの緑が美しい。背後に拡がる

川崎工業地帯の灰色がかっ

た空気とは無縁のように，

矢上台の上には，青い大き

な空が遮るものなく見上げ

られる。ボーン‘ポーンと

快く響く音を耳に しな が

ら，私はやっと．この丘の

住人らしい気分に浸ること

ができた。

速いもので理工学情報セ

ンターに来て丸三年が過ぎ

た。その間，図書の貸出・複写サーピス ・レ

フアレンスサービス ・文献取寄せというカウ

ンター業務を担当してきた。 中でもレファレ

ンスサーピスは．経験の浅い私にとってはか

なり神経を使う仕事であった。

そんなある 日，一人の外来者が難問を抱え

て来られた。「国会図書館・日本科学技術情報

センター ・東大と，どこで調べても手に入ら

ない文献だが，こちらには無いであろうか。」

とい う質問である。名だたる図書館にないの

では，こちらと しても歩が悪いと思いつつ調

ベることにした3 示されたメモから，アメリ

カの大学刊行の雑誌論文とわかり，幸い著者，

論題，巻号年，頁数と文献を探す上で不足な

ものはない。早速，手元の主だった雑誌目録

に当たってみたが，該当する誌名はない。そ

こで Ulrich’sや Worldlist等の舎誌で調べ
たが， やはりここにも昔、名はない。 つまり，

最も高い信頼を寄せてきた雑誌名に誤りがあ

ったわけである。次に，著者を手掛りに文献

調査， 1950年代後半に発表された水質汚濁

関係の論文であるから，ChemicalAbstracts 

の5年間分の累積著者索引で調べると，同著

者の論文が数件浮かんできた。メモの論題を

頼りにこれと覚しき抄録に当たると， 意外に

早く目指す論文に到達できた。新たに訂正さ

れた誌名から当館の雑誌目録を調べ直すと，

当初の予想、とは逆に，その所蔵が確認 でき

た。1968年以前の雑誌がある2階書庫へ，

足取り軽く駈け上がれば，少々黄ばんだペー

ジに探し求めた論文は見出されたのであっ

Tこ。

その外来者は， 「国会図

書館にも東大にもなかった

文献が，こちらにはありま

したね。」と実に素朴に言

われた。 しかし，問題は別

のことである。新誌名から

調べれば，前二館にもこの

雑誌があるζとはすぐに判

るのだから。 では， なぜ，

もっと早くその誌名自体の

誤まりに気付かれなかったのだろうか。雑誌

の多くは，その刊行中誌名変更を余儀なくさ

れるし，この件のように書誌事項に間違いが

あることも稀ではない。 一番の基礎でつまず

けば，どのように労力をかけようとも，良い

成果は期待できない。

レフアレンスサービスの第一歩は，対話か

ら始まると思う。 その時点で質問者が持って

いる情報をすべて出してもらい，何が求めら

れているのかを受け手が確実に理解するこ

と。との対話が十分に行なわれないと，労多

くして報われず，一つの文献との出会いを拒

んでしま う結果となる。日 に々進歩する科学

技術と，その生み出す情報洪水の狭間にあっ

ても，カウンターにおけるレフアレンスサー

ピスはよ り良き対話を基に繰り拡げられるも

のと確信している。

〔理工学情報セγター〉
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J.ハイドン研究所の情報処理

中野博詞
（文学部教授／西洋音楽史）
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第2次世界大戦の終結

を境に，西洋音楽史の研

究方法は大きく変化 し

た。ひとり の学者が史料研究から様式研究まで，

総合的にあつかってきた従来の研究態度は，あら

ゆる意味で不十分であった。厳密であるべき史料

研究が，様式研究との安易の混合によってあいま

いとなり，不確実な史料研究の上に立つての様式

論は，砂上の楼閑と化した。作品の成立年代ひと

つを取り上げてみても，第2次大戦前の論文に

は，なんと誤りが多いこ とだろう。こう した研究

の行き詰まりに気づいていた学者は，もちろん少

なくない。大戦の戦禍をぬって， ヨーロ ッパ各地

の図書館や修道院に史料調査の旅に出かけた音楽

学者が，何人かはいる。 しかし，ひとりの学者が

活躍できる範囲はかぎられており，学者間の情報

交換はほとんど行なわれてはいなかった。

＊ ＊ ＊ 

1945年の平和の到来は，音楽史研究に新たな時

代をもたらした。様式研究はさておき， もう一

度，史料を徹底的に調査し主要な作曲家の学問

的全集を刊行することが，第一の課題となった。

それも，個人によるのではなく，世界中の音楽学

者たちの協力によってである。その結果，各作曲

家の研究所の復活と新設となった。古典派時代に

かんしてだけでも，ボンのベートーヴェン ・ハウ

ス，ザルツプルクのモーツアノレテウム，そしてケ

ルンのハイドン研究所がある。各研究所の目的

は，新全集の出版と研究誌の刊行である。研究所

の充実は，史料研究にかんしては研究所，研究所

の成果にもとづく様式研究は総合大学の音楽学部

で，という分業を可能にし，両者が一体となって

音楽史を研究する現在の研究態勢が確立されたの

である。

大戦の傷跡がようやく癒えた1955年，今は亡き

ドイ ツ音楽学界の重鎮フ リードリヒ ・ブルーメを

所長に，ハイドンの史料研究の先駆者ぺーター ・

ラー／レセンを学術主任として，ヨーゼフ ・ハイド

ン研究所がケノレンに開設された。資金は国家から

の融資のほかに，楽譜出版社であるとともに，／レ

ー／レ工業地帯の王でもあるへンレが多額の資金を

投じ，フオルクスワーゲンをはじめとする西ドイ

ツ産業界が協力する，とい う恵まれたものであっ

た。

全集の出版は，研究所開設の3年後からすでに

始まっているが，研究所の最初の10年間の 活動

は，ハイドンの作品にかんするあらゆる楽譜の収

集と調査に主力がそそがれた。研究所の定員は，

現在においても 6人にすぎないが，所長はあくま

でも名誉職で，実際に活動する学者は 5人であ

る。その内， 1人は完全なライ ブラリアンであ

り，のこりの4人が学者として史料の調査に専念

している。ラー／レセンが最初に着手した仕事は，

世界中に散在するハイドンの楽譜のリス トを作製

することであった。ラ－ ｝レセンが第2次大戦中に

あつめた情報をもとに，世界中の図書館，修道

院，個人のコレクションに問い合わせの手紙を出

しそれぞれの所蔵状況を把握したのである。そ

の情報をライブラ リアンが整理したのが，「史料

カード」と呼ばれる研究所の最初の成果である。

18世紀後半のあらゆる音楽を作曲したハイドンの

作品は， 32種類の楽種にわけられ，交響曲だけで
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も107曲におよぶのだから，作品類は莫大な数に

のぼる。 しかし，研究所の「史料カード」は，全

作品にそれぞれ数枚づっのカードがあたえられて

いる。まず， 1757年に A.グァ．ン・ホーボーケン

によって出版された「ハイドン ・カタログ」の番

号が記入され，作品のオリジナJレのタイトノレがあ

げられており，作曲年代が確実な史料から明らか

なものは，作曲年代も記入される。そのあとは，

各作品の現存するあらゆる楽譜の所在地， 図書館

あるいは修道院の楽譜番号，楽器編成が記入さ

れ，重要な楽譜には，その信湿度にしたがって，

ハイドンの自筆楽譜には二重丸，ハイドンと直接

関係のあった写譜家の筆写楽譜には一重丸，初版

楽譜には三角がふされている。ともかく， この

「史料カー ド」を見れば，各作品の現存する楽譜

の分布状況は一目瞭然となる。

ラーノレセンが行なった第二の仕事は， 「史料カ

ード」の作製によって明らかになった，ハイ ドン

の楽譜を多く所蔵する図書館や修道院に，研究所

の学者を派遣して，楽譜を実地調査させたことで

ある。実地調査は， 7イクロフィルムによる楽譜

収集をもかねているのだから，もっ とも重要な点

は，信感性の高い楽譜とf丘i,,、楽譜の区分であり，

マイクロフィ／レムからは知ることが出来ない部分

の調査が問題点となる。ハイドンの楽譜は，自

楽譜，筆写楽譜，印制楽譜に大別されるが，調査

方法も楽譜によって異なる。自筆楽譜と筆写楽繕

では，まず用紙が調査されなければならない。第

ーに紙のすかし，つづいて5線が何段あるか，そ

して紙の型と寸法である。同時にインクの色も，

年代によって変わるから見落せない。とくに，マ

イクロフィノレムにとらない信湿性の低い楽譜で

は，写譜家の書体，ハイドンの記譜法との相異

点，紙のすかし，楽器編成などから，信感性の低

いことを証明するとと もに，その筆写楽譜が作製

された年代をも推定しなければならない。一方，

印刷楽譜においては，版の番号がもっとも重要で

あり，表紙のタイトjレから信想性の見当をつける

こともできる。こうした実地調査によって生みだ

されたのが， 「史料調査記録」であり，図書館あ

るいは修道院ごとにそれぞれまとめられている

「史料調査記録」の巻数とページ数は，「史料カ

ー ドJに記入されているのである。こう した実地

調査によって，楽譜を写したマイクロフィノレムの

数は，研究所開設10年をへた1965年の時点で， じ

つに225，αぬ巻におよんでいる。もちろん，世界
中の図書館，修道院，個人所蔵を，研究所の学者

がすべて調査したわけではなく，楽譜の少ない所

蔵地にかんしては，研究所が調査方法を明細に記

した依頼状を出し， 7イクロフィルムとおi査結果

を送り返してもらっている。いずれにしても，ラ

－ ）レセンが行なった二大事業で， ハイドン研究所

の基礎はできあがったのである。

本 ＊ ＊ 

ラーノレセン学術主任の時代が，史料収集の段階

であるとするならば，1960年にラ － ）レセンの後任

となり，現在も学術主任をつとめているグオlレク・

フェーダーの功績は，収集された史料をいかに有

効に利用するか，同時に全集出版に能率よく活用

するかを，研究させたことであろう。また，フェ

ーダー自身の史料研究の成果も，きわめて大きい。

フェーダーが最初に手がけたのは，ハイドンの自

筆楽譜の徹底した研究である。 ノ、ィドンの場合，

自筆楽譜が保存されている作品は少なく， 107曲

の交響幽にかんしても，自筆楽譜が保存されてい

る作品は半数にもみたない。それだけに， 自筆楽

譜が保存されていない作品の成立年代の推定は，

従来一般に様式研究からなされてきた。 しかし，

フェーダーはノ、ィドンの記譜法の変遷に着目 した

のである。研究所の学者逮の協力のも とに，フェ

ーダーが発表したのは，筒音の記譜とメヌエット

のつづりに変化が見られる事実である。すなわち，

ノ、ィドンは1762年以前の自筆楽譜においては，主

音の時価に関係なく筒音はすべて8分音符で記譜

している。 しかし， 1762年以降の自筆楽譜におい

ては， 16分音符と32分音符の主音にたいする16分

音符の筒音をのぞいて， 一般に主音の半時価の筒

音を用いているのである。一方，メヌエットのつ

づりにかんしては， 1760年以前の自筆楽譜におい

てハイドンは Minuet,Minuetto, Minuettiの3

種の表示を用い，1760年以降においては Minuetta

の唯一の例外をのぞいて， Menuetのつづりを用

- 7 ー



いているのである。 1765年以前の初期の作品に

は，自主摩楽譜が保存されていないものが多いだけ

に，このフェーダーの発見は，ハイドンの記譜法

に忠実に従った筆写楽譜の保存されている作品で

は， 成立年代推定の強力な論拠となった。

ハイドンの自筆楽譜の研究は，たんに年代推定

に役立つばかりではない。 曲がフ ;irIレテで開始す

る場合には，一般に曲頭の強弱記号を省略するハ

イドンの習慣。ハイドンは生涯を通じてスフオJレ

ツアンドを用いなかった事実。スタッカートは一

般に点ではなく，丞線で表示しているなど，ハイ

ドンの記譜法上の特質は，筆写楽穏と印昂I］楽譜の

信態度を決定する重要な手がかりとなったのであ

る。

ハイドンの自筆楽譜，および写譜家による筆写

楽譜に用いられてu、る用紙のすかしを，年代別お

よび産地別に分類した 「すかしカード」を作製さ

せたこと も，フェーダーの大きな業績である。ハ

イドンならびにエステノレハージ侯爵家に仕えてい

た写譜家が使った用紙は，鹿のすかしをもっエス

テ／レハージ家ですかれた紙をはじめ，イタリア

産，フランス産，イギリス産など10数種にのぼる

が，同じすかしでも年代によってすかしの形が変

化している。一般にハイドンは，自主立楽譜に作曲

した年を記入しているので， 自筆楽譜のすかしか

ら，用紙の作製年代が推定されるのである。研究

所の「すかしカードJは，ウィーンの職業的写譜

家が用いた用紙にまでおよんでいるので，研究所

の「すかしカード」にない用紙による筆写楽譜

は，地方産の信怨性の低いものと判断されること

になる。同時に，信窓性の高い筆写楽譜が保存さ

れている作品にかんしては， 「すかしカード」を

用いることによって，筆写楽譜だけからでも，お

およその作曲年代を推定しえるのである。

「すかしカード」とともに，筆写楽譜にかんし

ては， 「写譜家カード」が作製されたこ とも， 研

究をいちじるしく迅速化させた。筆写楽譜では，

ノ、ィドン自身が校正の手を加えたもの，あるいは

ハイドン自身が署名をしているものが，もっとも

高い信慾性をもっ。つづいて，ハイドンの周辺で

活躍した写譜家による筆写楽譜。第3は，上述の

ハイドンの記織法の特質を忠実に守っている筆写

楽譜。それ以外は地方産で，信感性が低い筆写楽

譜と判断される。写譜家の筆跡の特質は，音部記

号，タイト／レおよび速度標語，数字，そして符尾

に見出だされる。そこで，研究所では信！5性の高

い筆写楽譜の写鰭家たちの筆跡の特質を写し，各

写譜家のカードを作製し，それぞれの写譜家に研

究所固有の番号をふしたのである。この「写譜家

カード」を持って実地調査に出かければ，筆写楽

譜の信感性は一目瞭然となるのである。

印刷楽譜の「版番号カー ドJの完成は，複雑な

印制楽譜の流通経路を解明する結果となった。版

権が確立していなかった18世紀後半においては，

海賊版が横行し，同じ銅版がタイトノレだけをかえ

て数社によって用いられる場合も少なくなかっ

た。したがって，出版社が異なっても，版番号が

同じならば，同一の銅版を用いたものであり，実

質的には少しも変わるところがないのである。研

究所では，各曲ごとに出版社と版番号を記 した

「版番号カード」を作製し，印刷楽譜の変遷過程

を簡略させたのである。

ホ ＊ ＊ 

ハイドン研究所では，以上のような情報処理を

行なったのち，それぞれの曲に必要なすべての情

報を各曲ごとにファイルしているのである。そし

て，われわれ日本人をもふくめた世界中に散在す

るハイドン全集の校訂者に，情報ファイ／レと楽譜

のマイクロフィ Jレム，そして校訂方法の明細を送

って，ちゃくちゃくと全集出版を進めているので

ある。当初35年計画で出発した初の学問的ノ、ィド

ン全集も，今や軌道にのって半数以上が出版さ

れ，少なくとむ1990年代には完結する見通しが立

ってきた。こうした背後には，研究所のあざやか

な情報処理が大きく貢献しているのである。 「新

ハイドン全集Jはたんに楽譜の出版だけが目的で

はなく，各作品にかんするあらゆる分野にわたる

研究の完成が， 最大目標なのである。「新ノ、ィド

ン全集」の完成をまって，われわれは初めてハイ

ドンを正しく論じることができるのである。

- 8ー



Adam Smith書簡雑感

池 基 之

慶慮義塾図書館はし、くつかの塾宝ともい

うべきものを所蔵している。2通の Adam

Smithの自筆書簡も当然そのうちに数えあ

げていいであろう。その入手の経緯について

は，すでに昭和45年2月10日付の「日本経済

新聞」に書いたことがあるので，ここには繰

返さないが，塾所蔵の2通の Smithの書簡

は，すくなくとも二つの点において，注目さ

るべきであるといっていい。

そのーは，塾所蔵の2通の書簡， すなわ

ち1769年 1月15日と3月12

日の日付をもっ，SirDavid 

Dalrymple, Lord Hails宛

の書簡は，その一部を除い

て，未発表のものであった

という点である。JohnRae 

の“Lifeof Adam Smith，” 

1895はSmith伝と しては

古典に属するが， そこで

Raeは1769年 3月 5日付

の LordHails宛書簡を引

用したあと，「1週間後に

Smithは LordHails宛にも一つの手紙を

書いた」がそれは「どうやら紛失したらしいJ
といって，そのなかの Douglas事件に関す

る文章だけを引用している。Raeはこの箇所

を Broughamの“Menof Letters，，によっ

て書いているのである。塾所蔵の3月12日付

書簡は正しくその「紛失した」とされるとこ

ろのものであって， この点では Raeの記述

は書き改めらるべきある。（この2通の書簡

はその全文に簡単な解説を付して昭和45年5

月「三国学会雑誌」上に発表した。Raeの

Smith伝は大内兵衛 ・節子両氏によって昭

和47年10月邦訳されたが，上記の件について

は何等の註記もされていない。〉

そのこは，これらの書簡は SmithがKirk-

caldyで「国富論」執筆に精魂を傾けている

丁度その時期のものであり，「国富論」成立

史に一資料を提供するものであるという点で

ある。 1月15日付の書簡に「私の研究計画は

私にほんの僅かの余暇も残してはくれません。

その進み方は Penelopeの織物のようで，そ

れがいつ終るとも殆んど見込みもつかない有

様です」 と書いているのを読む時， 私には

「国富論」 の完成に必死に取組む Smithの

姿を眼のあたり見る思いがするのである。

一方， 「国富論」刊行200年に当る1976年以

来，所調 Glasgow版 AdamSmith全集

（全6巻〉の刊行が進められており，その第
6巻として“TheCorrespondence of Adam 

Smith，， が1977年に出版された。そこには勿

論塾所蔵の前記2通の書簡も収められている

(No. 115・pp.139-149, 

No. 118・pp.151-152）。

ところが，日本に現在する

他の2通の自筆書簡ととも

に，これらはいずれも東京

大学図書館の蔵する所とさ

れているのである。 しかし，

塾所蔵の前記2通のほかの，

l通は京都外国語大学， 他

のl通は現在竹内謙二氏の

蔵する所であって，東京大

学図書館には1通も所蔵さ

れてはいない。右の4通の書簡は1968年5月

21日 Sothebyのカタログに見えているもの

で， Y書店を通じて日本にもたらされたので

あるが， 「書簡集」の編者は，そのカタログ

とY書店によって作成された複製だけに頼っ

て，慶慮義塾図書館による資料提供等は無視

したまま，一途に東京大学所蔵と合点してし

まったのであろう。加えて，収録書簡を塾所

蔵の原文と照会するに，脱漏した語などもあ

って，編集の杜撰の誘りは兎れない。慶慮義

塾図書館からの申入れに対して， 「書簡集」

の編者 IanRoss氏からは， 目下執筆中の

Smith伝のなかで，また 「書簡集」改版に際

して，訂正する旨の回答を得ているが，これ

らはまだ出ていない。

（名誉教授〉

，町、，、制，、．，、，、“戸、d‘、，、，、..，.‘・刷、d町、向、，、.... 、匂側、J‘、，、..，.、d向、d、、，、．，、d肉、目、，、“
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ライブラリー インストラクション ； 
一知識への一つの接近法一

ミ t 

。学習資料への手掛り

Journal of Academic 

Librarianship 1978年5月

号のカパー・グラフは，一

人の女子学生が目録コーナーの一隅に置かれてい

る館内テレビジョン ・セットでカセッ ト・テープ

に録画，録音された＜カー ド目録による学習資料

検索法＞に見入っている写真である。写真には次

のような説明が付されている。

目録コーナーの特製キャレノレに置かれた19日すのテレ

ビジョン・モニターには，図書館カード目録利用に関

する基礎的な案内が映し出される。個人専用にセッ ト

されており，受信機を取ると 9分間のプログラムが画

面に現われ，受信機を通じて目録利用法の説明が流れ

る。プログラムの途中であっても受信機を置けば1却P

以内に次の使用者のためにセットされる。このプログ

ラムは，新入生や教師・大学院生を含めて初めての利

用者に非常に良く使われている。り

辞書や事典などは，言葉や語句，事柄や人物や

地名について知るための最も初歩的な，そして最

も基本的な道具である。図書館の蔵番目録も，そ

の形が冊子体であろうと，カー ド目録であろう

と， あるいは，最近出はじめた電算機の端末装置

であろうと，＜資料＞について知るための最も初

歩的道具であり，また最も基本的道具である。

英和辞典， EncyclopaediaBritannicaなどの

使い方は，それらが編纂，刊行された目的や範囲

や構成などに基づいて一定のノレー／レがある。それ

は特に資料本体の構成法と密接に関連している。

その構成法は誰れでもが使い易く極めて単純にす

ることを目標と しており，いずれの参考図書も，

渋 川雅俊 J 
〈三国情報センタ｛整理課長〉

基本的にはアルファベッ トなどの字Ji頂や五十音の

音順や誰れもが理解できる主題分類による単純な

やり方で語や事項や人名などが排列されている。

図書館目録は語学辞典や百科事典ほど日常生活

に密着したものではないように思われる。したが

って，その使い方について述べるまえに目録とは

何かここで簡単に説明する必要があるだろう。

図書館目録は次の三つの目的，あるいは，働き

をするものであるとされているJ》

①私たちが著者か，舎名か，あるいは，本の内容を知

っていれば，図書館にその本が所蔵されているかど

うか判る。

②目録の中で，特定の著者名のところや特定の主題の

ところを見れば，その著者のどの著作が図8館に所
蔵されているかが判り，また，特定の主題について，

どんな文献が収集されているか知ることができる。

③ある本の曾誌学的な意味でのく版＞や内容の取扱い

の程度などについての選択を助ける。

図書館目録はこう した目的を考慮した上で， 辞

書や事典と同様に誰れでも簡単に使えるよ うに極

めて単純に読みたい本を探し出すことができるよ

う作られている。

目録を作る，あるいは目録を編成する仕事のこ

とを図書館では資料整理といい，図書館のトータ

ノレなサービスに欠かせない大事な仕事のーっとさ

れている。整理という仕事は，一般には，図書を

分類したり，カードを書いたりすることと理解さ

れているが，これらは仕事の一部分である。この

仕事は，一言で言えば，図書館の建物の中に一つ

のくビプリオグラフィック ・ユニヴアース＞を手¥H.

織することであると言えるだろう。
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ピプリオグラフィック ・ユニヴアースとは大袈

裟な表現であるが，それはともかくとして，図

館の中に資料若手を組織するということは，収集さ

れる多くの資料のどれかが，何時かは，あるいは，

何時でも維れかに使われる， そのことを前提にし

て苦手庫に仕舞って置くために緩めるこ とである。

纏めると言う仕事の中には，資料そのものを書庫

の中に，そこから書架上に配架する順序を決める

ことと，書架に並べられた資料群の中から特定の

一冊を探すための手立てを作っておくことが含ま

れる。

普通，家庭の中での極小のピプリオグラフイ ツ

ク・ユニヴアースは本棚や書斉に何らかの方法で

纏められ，並べられている。その並べ方が本を探

す手掛りとなる。しかし，図書館の ように何万

冊，何十万冊，何百万冊，と きには一千万冊を越

える程の庖大な蔵書を持つようになり， しかも多

数の個人に使われるようになると．家庭における

ような本の並べ方では特定の一冊の本を探す手掛

りとはならない。そこで図書館では，収集された

一冊一冊の資料の代替品を作り．その代替品と

架上並べられた資料とを連結することによって，

何十万，何百万冊もの資料が含まれているビプリ

オグラフィ ック・ユニヴアースの中から一冊を探

しだすための装置を作っている。この装置が図書

館目録である。資料の代替品は，今日では，カー

ドが使われ，それに一冊一冊の資料の様態を記述

したものである。 代替品であるカード目録と資料

は謂求記号（コーノレ ・ナンバーとも呼ばれる〉に

よって連結されている。

図脅館目録の作り方〈目録法〉は紀元前250年頃

から考えだされており，それ以来今日まで多くの

図書館専門職が資料を纏め易u、方法，資料を探し

易い方法を工夫し続けてきている。今後もその努

カは続けられていくだろうが纏め易く使い易い理

想の目録法はまだ完成されていない。最近では電

算機を目録法に導入する新しい工夫がなされてヤ

る。それはテクノロジカノレに工夫を凝らすこ とが

狙いではなく ，たとえば，テレビのチャンネ／レを

廻せば見t.:.v、番組が画面に現われてくるといった
簡便さを目録利用にも実現しようと しているから

である。 しかし，目録法が技術的に未完成である

ために，装置の単純さを追求することが逆に槙雑

さを増していると言う皮肉な結果となって表われ

ている。 目録を作っている人たちには辛いことだ

が，目録はそれを作った人にしか利用できないと

いう悪口さえ言われることもある。

図書館目録を使って勉学や研究資料を探すこ と

は大変煩雑な作業になってきている。 しかし，使

い難い装置であるとしても私たちは今それだけの

ものしか持っていないのだし，またそれが人類の

知識を蓄積しているビプリオグラフィック ・ユニ

ヴアースの入口の一つだとすれば，それを使いこ

なす術を身に付けなければならない。

。図書館利用教育の必要性

上述のような事情があるにしても，本文では，

＜図書館目録利用法＞だけを問題にしているわけ

ではない。ここではこの問題を含め，図書館サービ

ス全体の利用法教育の必要性を検討してみたい。

日常生活におけるクオリティ ・ライフのための

情報利用法，情報検索法を説く著書が数多く刊行

されており，よく売れていると伝聞する。図書館

利用法の必要性は，これらの本がよく読まれてい

るのと閉じような背景を持っていると言えるが，

それは，単なるくハウトウ＞ではない。もっとア

カデミ ックに検討されることが必要である。

学問的な意味での＜知識（の接近法＞は，古く

から大学教育プロパーな問題として認識され，教

室の講義を通じて，あるいは，教師と学生の個人

的交流の中で教えられ，語られてきた。 読書法あ

るいは読書論はその中でも最も基本的なものであ

ったと言って良いであろう。読書とい う行為の様

態は時代が新しくなる度に変容していると も考え

られるが，図書館利用教育はその伝統的な方法を

一つの目標としている。 したがって，その必要性

の発想そのものは目新しいものではない。図容館

では，比較的古く からこのことに気付き，内容の

程度はともかくとしても図書館をどのように利用

するかと言う指導をサービス として，あるいは，

図書館PRの一昔話として行ってきた。しかし，そ

れは今日の大学教育が必要としているものに十分
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に対応し得るものではなかった。

今日の，あるいは，これからのと言ったほうが

正 しいかもしれないが，大学教育が図書館に求め

るこ とは，米国のカーネギー高等教育委員会の一

つの報告が明確に指摘している。

知織の場大は著しい。その結果もたらされた知織の

新しい宮の増加は，維れもその全てを確実に手中にす

ることができないばかりか，学生時代には，その中の

僅かな量の知搬をサンプノレとして獲得できるに過ぎな

いことを意味することになる。そこで問題は，高等教

育を受ける人びとが社会と自己についての何を知るこ

とができるか，何を知らなければならないか，そし

て，それらのことを如何にして手に入れるかというこ

とであろう。いずれにしても， 既存の知織を教えるこ

とが高等教育に様せられた役割としてはその軍要性を

減少しつつあり，生涯を通じての自己開発の技術，方

法，とくに図書館を活用する自主的勉学の技術，方法

を教えることの重要性が高まってきている。

新しい知織が爆発的に増加する陰で古い知織が見捨

てられていく。知識が時代遅れのものとなっていく加

速的な割合は，新しい知識がカ嘩的に生産されていく

割合と全〈同様に重要である。新しい知織は古い知識

の上に積み重ねられることもあるが， 多くの場合には

古いものに取って代っている。したがって学生は学ぶ

べきものと学ばなくてよいものをどう織別するかを学

ばなければならない。古い事実と過去の技術は，学生

たちのキャリアの終末に至るまえに不確実で無用のも

のになってしまう可能性が高い。それ放に我々は，学

生が広範な新知織の総体をマスターし，後ら自身の継

続的な自己開発をいかにすべきかという問題に対して

幾っかことがらを提言したい吻

米国の高等教育の現状分析を踏まえて，カーネ

ギ一報告は，幾つかの対応策を提案しているが，

これによると以下のように図書館が大学における

学習センターとして発展すべきであると指摘して

いる。

大学図窃館は，一般的には次のように認織されてい

る。すなわち，図書館は学生の教育には直接的なかか

わりの稀い機関である。またそれは合物を保管する場

所であり，学生がそれを必要とするならばそこで勉学

できる場所である，と。しかし， 図書館は学生の教育に

より一層関与すべきであり，現に幾つかの大学では，

図書館がそれに積鍾的な役割を果たしている。ライブ

ラリアンは，各自の専門とする主題分野において，学
生の自主的勉学に助言を与えたり，クラスやセミナー

において研究方法についての講義をすることができる

立場にありそのような機会をもっている。図書3館それ
自体は，コソピュ－!1・ベース ・イソストラクジョン
やグィデオ・カセットなど新しい教育テクノロジ一利

用のためのセンターとなり得るものであり，また，そ

れらの資料，資材を活用する自発的な勉学や標準考査

機構を通じて単位を取得するためのセンターとしても

重要である。

このように，図密館が高等教育プロセスにおいて一

層積極的な役割を果たすために，大学経常授の3ない

し4%から，多い場合には6ないし81もの予算を必要

とするであろう。いずれにしても， ライブラリア ン

は，これまでのように書物の保管という伝統的な役割

に終始するのではなく，進んで情報の伝達，情報の活

用の方向に活蹴しなければならないだろう。

以上を踏まえて次のことを提言する：図舎館はこれ

まで以上の予算を得て，より一層積極的に教育過程に

参加しなければならない0,, 

図書館利用教育を必要とする上述のような理念

的な理由の他に，現実の差し迫った問題と して図

書館蔵番の増加と施設の拡大がある。これらの問

題は，米国に限らず最近わが国においても顕著に

なってきている。これらは， u、ずれも，利用形態

の複雑さ，あるいは煩雑さを増大させる原因とな

り，その意味からも，図書館利用の＜ノウハウ＞

が必要とされる理由である。

本文において，これらの問題について詳細に述

べることは避けるが，慶慮義塾大学の状況を簡単

なデータで示せば，情報センター設置の昭和45年

から52年度末までに，蔵書数は4つのセンターを

合わせて約106万冊から136万冊に増加している。

施設の上では， 三回キャンパスで現在計画中の図

書鮪拡張計画が実現される昭和56年には， 三田情

報センター施設だけで最大に見積って約9,500平

方米程度治加することが予想され，これまでの約

2倍弱の広さとなる。

く〉図・鎗利用数育の方法

わが国の多くの大学図書館は，これまでもく図

書館利用案内＞などを作成，学生に配布したり，

新学年度頭初図書館利用のためのくガイダンス ・
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プログラム＞を実施して， 図書館利用促進を計っ

てきた。 しかし，これまでのところ，ごく少数の

例外を除いて，そう した努力は期待されていた程

の成果を上げていない。義塾情報センターの場合

も同様の状態である。その理由は，まず， 利用を

促進すべきサーピスの実体が乏しかったこと，つ

まりカーネギ一報告書が述べているような，図

館が進んで情報伝達，情報活用の中心と して役割

を果たせるような環境，体制，制度，内部の専門

的テクノロジーやサービスが十分に整備されてい

なかったことである。

そのため，義塾における図書館利用教育は図』

館外に発展することもなく ，教員との連携も不十

分であったために，サービスとして，あるいは，

教育方法のーっとして整備されなかった。

米国では，多くの大学が米国社会における教育

情勢の変容にチヤレンヅし，カーネギ一報告の提

言に対する一つの方策と して図書館利用教育に着

手している。参考のため，末尾にテキサス大学に

おける 「図書館利用教育総合計画」日 の概要を掲

げておく。わが国の大学図書館の進むべき一つの

方向として，この問題を検討する素材となれば幸

いである。

場巳 別院 ＊ 

1) Library instruction-the right time and place. 

Journal of Academic Librarianship, May 1978, 

p. 92 

2) Catalog and cataloging. Encyclopedia of lib-

rary and imformation science, vol. 4, New York, 

M. Dekker, 1970, p. 245 

3) Reform on Campus; changing students, chan-

giロgacademic programs-a report and recom・ 

mendations, by Carnegie Commission on High-

er Education, June 1972, New York, McGraw・ 

Hill, 1972, p. 23ー25

4) /biム p.50 
5) A comprehensive program of user education 

fa:-the General Libraries, the University of 

Texas at Austin, 1977, 45, 56 p. 

テキサス大学図書館利用教育総合計画の概要

1. 目的：テキサス大学総合図書館は，利用教育総合計

閣の目的として次の三つのことを掲げ，図書館を学生

の自主的，自発的勉学の情報源としての， 道具として

の，また場所としての利用法の訓練を教師の協力を得

て実施する。

(1) ユーザー ・アウェアネス（利用者の頭の中に常に

図書館の存在を意織させ，利用者の目を常に図書館

に向けさせる〉

(2) オリエンテーシヨン（利用者の足を常に図書館に

向けさせる〉

(3) ピプリオグラフィック ・インス トラクシヨン（図

館を利用者の手の中に〉

これらの目的を実現するプログラムは，それぞれ独

立したものであるが．段階的に発展させ，最終的には

ピプリオグラフイック ・インス トラクジョンを行うこ

とにある。

2. ユーザー ・アウェアネスの目的とプログラムの要点

(1) 目的 ：図書館は大学の中で一つの主要な学習と研

究の情報源であること，そして，それぞれの要求を

満たすことに役立たせるべき機関であることを利用

者に認織させる。

(2) プログラムの要点と方法 ：a.くかくれた＞利用

者を含め，諸々の類型の利用者グループの全てにア

プローチする， b.目で見てわかる利用を促進する，

c 大学全体の広報活動のあらゆるチャンネルやメ

ディアを活用し，図書館独自の広報活動もそれらと

調整しながら実施する。

くかくれた＞利用者とは，図書館を全く利用しない

学生のことであり，諸々の類型の利用者とは，①低学

年学部学生，②高学年学部学生，③大学院学生，③特

殊な学生グループ（新入生，転校生，正規留学生，英

語研修留学生，特殊条件の学生，学会・研究集会の登

録者など〉， ⑤教員・研究者，⑥大学事務職員などを

意味する。

3. オリエンテーシヨンの目的とプログラム

(1) 目的 ：ユーザー ・アウェアネスのプログラムを踏

まえ，大学内の諸々の図舎館やそれぞれのサーピス

に慣れさせる。具体的には， a.利用者が各自の必

要に応じ，いろいろな図書館の，それぞれのサーピ

スの中から，どの図曾館のどのサーピスを利用すれ

ばよいか習慣的に判断できるようにすること， b.

ライブラリアγが利用者に援助するために存在して
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いることを認識させ，気軽にその援助を求めるよう

にすること，c.利用者の求めている資料が図書館

にあるかどうかを知るためにカード目録や雑誌所蔵

リストなどについて知らせ，それらの使い方に慣れ

させること。

(2) プログラムの要点と方法 ：a. くかくれた＞利用

者を含め， Z若々の類型の利用者グノレプーに対し，そ
れぞれの特性に応じたプログラムを実施する， b. 

図書館サー ビスの方針や利用手続の広報には，一致

性と均質性の原則を貫く， c.図書館での広報活動

を中心としながら，教育計画との関連性を強めるプ

ログラムを実施する。

なお，諸々の類型の利用者グノレーフ．の特性に応じた

プログラムについて，低学年学部学生，高学年学部学

生，大学院学生一般に対するものだけをとりあげてみ

ると以下の通りである。

＜低学年学部学生＞

① 図書館の基本的サービス（閲覧，貸出，レファレ

γス・サービスはどこで行われているか，また基本

的資料（一般図書， リザープ・ブック， レフアレソ

スプック，雑誌〉がどこに置かれているかなどの観

点から図書館諸施設に慣れさせる。

② 閲覧，貸出手続きに慣れさせると同時に一般的な

資料利用に対する心掛けを養わせる。

③ リザープ ・ブック，レフアレンス ・ブック，雑誌

などの利用に慣れさせる。

＠ キャンパスの中の他の図書館の資料やサービスの
存在，さらに学外の資料の存在を認織させる。

⑤ 必要なときにライブラリアンに相談し，援助や助

言を求める習慣をつけさせる。

＜高学年学部学生＞

〔低学年のときにマスターした上記①～⑤を基本と

した図書館利用法に基づいて，次のような内容のプロ

グラムを行う〕

⑥ 専攻分野の情報を一般歳舎や特殊コレクジョ ンの

中から検索できるようにする。

⑦ 一般的な図書や雑誌から得られない情報をマイク

ロ資料，新聞， ドキュメント ・ファイfレの中から検

索，入手できるよ うにする。

③ どのライブラリアンが自分の求める情報入手に援

助できるかを理解させる。

く大学院学生＞

〔大学院学生の場合には，新入生が多いので， 上記

①～③のレベルでのオリエンテーショ ン・プログラム

が含まれるが，とくに専攻分野の主題と密接に関連し

たプログラムが必要である〕

⑨ 大学院学生に対する閲覧，貸出手続きに慣れさせ

る。

⑬ 一般的サー ビスの他に，インターライブラリ ー・

ローン，電算機を利用する情報検索サーピスなどの

利用に慣れさせる。

＠ どのライブラリアンが，どの専攻分野を担当する
ピプりオグラフア（主題文献専門家〉であるかを知

らせ，その援助や助言を求める習慣をつけさせる。

4. ピプリオグラフィ ック・インス トラクツョン（以下

B Iとする〉の目的とプログラム

(1) 目的 ：学生の情報要求を充足するために，利用者

が図書館蔵書，サービス，ライブラリアンの援助を

最大限に活用できるようにすることはこのプログラ

ムを最終段階とした利用教育の最終的目標である。

そのために図書館は，これらの図書館資源の有効な

利用技術を学生に指導し，それに基づいて一人一人

の学生が自主的に図書館を利用する能力を向上させ

ること。

(2) プログラムの二つの形態 ：a. 自発的図書館利用

訓練プログラム， b. 利用者タイフ・5]1]の教科目統合

図書館利用法開発プログラムと教科目関連図書館利

用法開発プログラム。

教科目統合図書館利用法開発プログラム（Course

integrated library instruction）とは，図書館利用技

術が特定主題分野の教科目に組み入れられたコース

で，その目標は主題内容の教育と同時に，教育と学生

各自の自発的勉学に必要な図書館利用技術の訓練にあ

る。また，教科目関連図書館利用法開発プログラム

(Course related library instruction〕は，教科目立

ースで諜せられる数々のアサインメン トの解決のため

の特定の技術の訓練に焦点がおかれる。 このプログラ

ムにおいて図舎館は， 教師からの要求に応じて，学生

に与えられた問題に対する情報検索技術を実務的に助

言する準備が必要とされる。

(3) B Iプログラムの内容

1. 自発的図舎館利用法訓練プログラム

a 出版物の作成と利用

“Selected reference sources”“Pathfinders .. 

“Study Guides”などの作成。

b.「図書館利用の要点」の指導 ・助言

諸出版物の利用，各種メディア（カセットテ

ープ，ピデオテープ，スライド，サウンドフィ

1レム ・ストリップ〉と装置の利用。

c.電算機を活用した文献利用法，情報検索法

（いわゆるCA Iの活用〉

2. 利用者タイプ別の教科目統合図書館利用法

開発プログラムと教科目関連図書館利用法

開発プログラム
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1) 低学年学部学生に対するBIの目的と方法

〔目的〕

A.百科事典，専門事典の利用技術の習得

B.文献検索のための基本的図書館目録利用技

術の習得

c.雑誌記事 ・論文の検索技術の基本の習得
D.資料の所在確認、技術の習得

E 特殊な情報検索のための特定のタイプの参

考資料の認織

F. A～Eの情報検索の基本的諸技術を駆使し
て，効果的情報検索戦術を開発すること

〔方法〕

A.教科目統合タイフ。のプログラム

① 1年「英箱」コースの教科内容に上記

A～Fの目的を達成するBIを組み入れる

② 教授法はテキストあるいはワークシート

の使用

③教授法の補助として各種メディアの使用

＠ カリ キュラム作成において担当教授との

協力 ・援助

B.教科目関連タイプのプログラム

教員の要請によって，テキストの提供，ク

ラスルーム・プレゼンテーシヨン

2) 高学年学部学生に対するBI目的と方法

〔目的〕

A.総合図書館の関覧目録の効果的利用技術に

熟練

B.専攻分野における学術情報組織の基本概念

を理解，その中から必要な情報を検索するた

めの参考資料利用技術に熟練

c.専攻分野における文献検索を自主的に計画
し，実行する能力を開発

D.苦手誌記述の基本を理解し，専攻分野におけ

る初歩的な書誌作成技術を習得

〔方法〕

A.教科目統合タイプのプログラム

① 学部，学科，教員への働きかけ ：BIに

関心のある教員，Blを統合するのに最適

のコースの発見，はたらきかけ，協力，最

終的には，学生の図書館利用能力を卒業の

必須条件とする

② カリ キュラムは，学科および教員との協

力で開発するが，基本的には，コースの主

題に合せたBIのテキストを中心とし，必

要があれば，クラスルーム ・プレゼンテー

ションを図書館専門織が行う

B.教科目関連タイプのプログラム

コースを担当している教員の要請に基づい

て計画。テキストによるBIを中，心として，
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図書館専門職のクラスルーム・プレゼンテー

ションを含む

C. A, Bとは別の図書館独自のBIプログラ

ム

① Library research course一高度の図

館利用技術，高度の文献検索法の解説

② 特殊な要求に対する各種ワークシ ヨツ

フ＼タームペーパクリ ニック，書誌作成法

解説

3〕 大学院学生に対するBIの目的と方法

〔巨的〕

A.研究資料一般の検索のための基本的二次資

料の利用技術習得と熟練

8.専門分野の特殊な研究資料の利用技術習得

と熟練

c.専門分野の進んだ研究で必要となる複雑な
検索技術の習得と熟練

D.専門分野の最新情報を継続的に入手する方

法の習得と熟練

E.研究計画とその研究に必要な資料，あるい

は情報をカパーするコレクシヨンの限界を補

足する方法の開発

〔方法〕

A.教科目統合タイフ．のプログラム

① 研究科，教員への働きかけ ：BIに関心

ある教員， BIを統合するのに最適なコー

スの発見，はたらきかけ，協力

② カリキュラムは，研究科および担当教員

との協力によって開発，基本的には，テキ

ストを中心としたBIを行い，必要があれ

ば，図書館専門職によるクラスルーム・プ

レゼンテーションを行う。

B.教科目関連タイプのプログラム

コース担当の教員による要請によって計画

する。 BIは，テキストを中心として，図

館専門職のクラスルーム ・プレゼンテーシヨ

ンを含む

C. A, Bとは別の図書館独自のプログラム

① Individual consultation－大学院学生個

々の研究や論文作成に関しての文献検索計

画を援助

② Informal library seminarあるいは

workshop 

特殊な資料の利用技術や特殊な情報の検

索および収集法についてのセミナーあるい

は；ワークシヨッフ．



トピヴクス

始まった医学文献オンライン検索サービス

最近の医学情報サービスの分野における最も大

きな話題は，JOIS(JICST On-Line Information 

System）の出現であろう。 JOISとは， JICSTが，

開予をした医学を含む科学・技術の分野全般を対象と

するオンライン型文献検索システムのことである。

医学情報センターでは，所内に置かれている国際

医学情報センターが，昨年10月， この JOISのター

ミナルを放置した機会に，同センターと共同利用を

協定して，学内の利用に備えている。ターミナノレの

利用状況は，設置時より本年6月までの8カ月間

で，すでに805件に達した。このうち学内研究者の

利用は62件であるが，最近lま利用が急嶋する傾向を

示している。

JOISのデータベースは， JICSTファイル（理工

学）， CAC （化学），MEDLARS （医学〉，クリア リ

ング（研究動向〕の4種類のファイ／レで構成されて

いる。各ファイlレの概要と特性は（表1）の通りで

ある。なお，この4つのデータファイJレの情報蓄積

総訟は，本年7月現在で， 400万件を超えている。

JOISを使用するには（図1）に示す，ディスプ

レイ型端末装置とタイプライター型端末装置の所定

の簡単なキー操作によって，①検索事項の入力，②

デ ィ弐フ’νイ＂
揺 J、作
" 

第 1図 JOISのシステム

キーワード等の組合せによる検索式（OR,AND, 

0 Tによる）の入力， ③検索結果の出力方式の指

定，という一連の応答を行えばよい。これによって

データベースから必要な回答を得ることができる。

なお， MED LARSファイルについての剰査によれ

ば，一質問あたりに必要な検索処理時間は，平均

7.3分であり，質問の75%は10分以内で処理できる

との結果が得られている。

JOISは， 検索実例が示す通りすぐれた能力を持

っている （検索実例参照）。

この実例は最近数年間の “Saint’ssyndrome" 

の文献を求めたものである。Saint’ssyndrome 
tま（a)Diaphragmatic Hernia, (b) Diverticulosis, 

表 l JOISデータフ7イルの療要

野｜情報源 ！ 備 考｜
理工学I守誌：…咋 IJ 
全 般 1 ！ ｜文献速報」に対応 ｜ 
会議資料 ｜ i 

｜雑誌（14,000皇室） ｜
化 学 ｜レポー ト｜米国ケミカル・アプス卜 ｜

｜ラクツ ・サービス発行の ｜
化学工業 ｜図S，学位論文 ＼同hemAbst.Jに対応 I 

特許（27カ国） ｜

MEDLARS I 1974年 1月 ｜ ｜医 学 ｜雑誌（2,300積） ｜米国国立医学図沼館発行 ｜
｜ ｜約25万件／年｜ ｜ ｜の円ndexMedicus」に ｜

医学文献ファイル ！ ～現在 ！ ｜薬 学 ｜モノグ ラフ｜ 対応 ！ 

クリアリング I 1976年 ｜ ｜理工学 ｜ ｜国内の公共試験研究機関 a
｜ ｜約1.5万件／年｜ ｜アンケート結果 ｜約4刷 機関で行なっ

ファイJレ｜ ～現在 ｜ ｜全 般 ｜ ｜る研究テー7 を対象。 I 

ファイノレ名｜蓄積期間｜情報

JI CST理工学 : 1975~ 4月 ｜約3問 ／年
文献ファイ／レ 1 ～現在

年／
 
件万。a

q
d
 

約
在

月

現
l

～
 

年AUT
 勾，
nヨ

レイア

学

フ
化

献
C
文

A
 
C
 

‘・炉、，、．，、，、.......，、....，、F、，、、，、，、，、町F、J‘J、，、ぜ、，、d向、，、J、J、，、，、，、..，.、，、J、，、，、.~、.....~句、，．、．． ，、r、，、.，.....、、，、，、d、r、J、＿，.、，、唱司、，、d角』
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，、J』，、個戸、d角、4崎－・、d句、，、，、..，.、d‘w' ，、岨p、..，.、，、相，、”，、“

Colonic, (c) Cholelithiasisの3つの症候が結合さ

れている症候群であり，1955年に冠名されている。

しかし IndexMedicusでは， 直接冠名による検索

は不可能である。したがってこの場合には，①上記

(a), (b), (c），の件名をそれぞれ検索しなければなら

ないがそれには，②上記 IMの月刊号6冊，年刊累

積版4冊について，合計30カ所を調査する必要があ

る。これはマニュアルで行った場合，少なくとも調

査員1名の5時間ぶ上の作業量になるものと予測さ

れる。

いるので，医学図書館員が日常使いなれている IM

を，同じ要領で JOISのシステムに適応させれば同

じ結果を得ることができる。即ち．①MEDLARS 

を指定する。②調査期間を限定する。③調査件名を

全て入力する。④検索式，この場合は論理積（a+

b十 c）で検索回答を求めるという手順を踏めばよ

いわけである。これによってマニュアJレ検索の事務

作業が全て機械的に処理される。

一方 JOISのMEDLARSファイルには， 1974年

1月以来の IndexMedicusの情報が完全に含まれて

以上 JOISは情報の量的な処理に対する時間的な

効果ばかりでなく，検索回答の内容においても，使

い方次第によって，有効な働きが期待されるのであ

る。

検索実例 （Saint’ssyndromeに関する文献〉

テ’ーヴ’・，・－叉 刊EDLARS
，γ‘ンコ”ウ ＝，ワセ干ハンイ サンヌウ
s －ーー ( 1978.0ι > 20,067 11ン
(l －ーー ( 1978.01 - 1978.06) 120,569 17:, 
1 一一ー ( 1977.01 - 1977.12 》 266,305 11ン
2 －ーー < 1 ・nι.01 - 1976,.12 》 277,5守2 11ン
3 －ーー ( 1975.01 - 1''i'75.12 》 224,059 11ン
4 －ーー 【 1974.01 - 1974.12 ) 222,270守〉
s: テ‘ーヲヘ‘ーヌノ ハンイハ？ S，内”ンコ‘ウー内、ンコ‘ウ
しI: 0-4 
s: サーヒ“文 オ 1J.-i：，シマヌ 1守78.06.05 15:42:38 

C 1] u: 
~ : 

C 2] u: 
s: 

C 3] u: 
s: 

[ 4] u: 
s: 

テ鴨ーヲ’＼＂－叉 阿EDLARS < 1974. 01 - 1978. 06 > 
カイワ，γンコ”ウ 41 
DIAPHRAG門ATICHERNIA 
755 11ン

DIVERTICULOSIS, COLONIC 
3ι3 守〉

CHOL ELI TH IASIS 
2229 守ン
1ホ2*3

守守ン

C 5J U: ¥P 
#001 
TI= <THE SAINT SYNDRO門E)
AU= BRETZKE G 
JN= 0044-2542, Z GESA門TE INN門ED
VN= VOL.-32, IPS.22, PAGE.643-4, 77 
CI: < > < > <DE > < > 

1,110,795 守ン

K刷＝ AGE FACTORS; AGED; CASE REPORT; 彬CHOLELITHIASIS/DIAGNOSIS;

#002 

ゆDIAPHRAG門向TIC HERNIA/D I向GNOSIS; 市DIVERTICULOSIS, COLONIC/DIAGNOSIS; 
FE門ALE; HU門AN; OBESITY/CO門PLICATIONS; PREGNANCY; SYNDRO門E; ENGLISH 
ABSTRACT 

TI= <SAINT’S TRI《D. BIBLIOGRAPHIC REVIEW AND PHYSIOPATHOLO白Y. CLINICAL CASE 
CONTRIBUTION> 

AU= PAR門EGGIANIA; CARELLI FA 
JN= 0026-4733，門INERVACHIR 
VN= VOL.31‘IPS. 1:::, PAGE. 9ι7-82, 7ι 
CI= ( > < > ( IT > < ) < , , 97) 
K凶＝ AGED; *CHOLELITHIASIS; CHOLELITHIASIS/DIAGNOSIS; 
CH口LELITH! ASI S/ET IOLOGY; CHOLELITHI AS IS/SURGERY；ゅDIAPHRAG門《TIC HERNIA; 
DIAPHRAGMATIC HERNIA/ETIOLOGY；ホDIVERTICULOSIS, COLONIC; DIVERTICULOsrs; 

（以下省略）
相内J‘w‘、．． 、”．、t句ぽ司、目、岡戸、嗣．刷、．側、4句、戸、J、．刷、v戸、，、－・、w，、引司、.. 
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奈良絵本について

くティールーム＞ ROOM市TEA ROOM本 TEAROO M 吋
開

が30センチ余というのは標準的な絵巻の紙高に相 完
当し， 挿絵が見開きのページを使って連続する函 0 

面になっている場合の多いことなどによって，そ ~ 
う考えられるのである。また， 後に横本が一般的 二

t"I1 
〉

刃
0 
0 
玄
4時

吋
t"I1 
〉

刃

0 
0 
玄

* 

松本 隆信

日本では早くから絵巻という独特の形式が行わ

れていたが，その全盛期は鎌倉時代で，数々の逸

品を今に残している。その多くは寺社の縁起，高

僧の伝説といった宗教的な内容のものである。そ

の後，室町時代から江戸時代前期へかけても，絵

巻は依然として数多く作られたが，この頃になる

と，宗教的なもののほかに物語絵巻がふえてく

る。南北朝頃から文学史の上に顔を出してくる，
各

2
0
0
M同
〈
凶

’H
担
智

後にお伽草子の名で一般に呼ばれるようになった

物語に関する絵巻である。室町時

代は下主~上の時代といわれるよ う

に，新しい階層の人々が歴史を動

かす原動力と して登場してくる

が，文学の面でも，公家階級中心

の文学から，広く武家の諸階，u,

さらには町人をはじめ庶民の参加

する文学へと質的転換を生じてき

た。お伽草子I；；：物語文学の上で，

それを顕著に示すものであるが，

になったのも，絵巻式の構図をかまえるには，検

長の方が都合よく，かつ経済的であることを知っ

たためであろう。つまリ奈良絵本は，絵巻を簡便

にした，いわばその代用品の意味をもっていたの

ではないかと思われる。

奈良絵本という名称の由来や，その製作者につ

いては，まだほとんど分っていない。奈良の興福

寺や春日：神社の絵所に所属する絵師の手に成った

という説もあるが，その直接的な証拠はない。室

町後期の絵巻や奈良絵本には，能宮家であり絵も

ょくしたといわれる飛鳥井栄雅卿

の娘一位の局の作と伝える作品が

ある。真偽は甚だ疑わしいが，初

期の奈良絵本には公家の手すさび

に成ったものもあったことは考え

られる。また，絵としては稚拙な

2壁画風のものも見られる。絵には

全くの索人が悠を染めたとしか思

えない作品なのであるが，お伽草

子という素朴な文芸には，かえっ

てそういう絵の方が内容にふさわ

しく，興趣を 1.t~ じさせる 。 しかし，大部分の奈良

絵本は旧来の大和絵の伝統的な手法を踏襲した絵

、「
開
〉
刃

0
0
7両
勢、
H
，

m〉
M
N
O
O
F－
侍
吋
開
〉

刃

O
O
P
A
普

~ 
0 
0 

“ 〈t.tl 
戸

後

~ 
0 
0 

包 から絵巻と並行して作られはじめ，江戸附の中
凶 期までおよそ三世紀余にわたって盛行した。絵入

ー の冊子本としては日本で最初のものである。奈良 い価値を与えることのできないのは事実である。 勢

~ 絵本を形の上から分けると，縦の寸法が30センチ しかし，中世という混沌と した時代にあって， 文 ＝ 
0 以上もある大形の縦形本と，半紙本程度の普通の 芸の大衆化が押し進められる過程の中で生まれて 〉

ミ 縦形本，縦15センチ，横25センチぐらいの横形 きた奈良絵本の文学史的役割は看過することがで ; 

似 本の三種類になる。現在残っている本で見ると， きない。国外に流出した奈良絵本に刺激された外 2 
ピ ごく初期のものと推定される古色のある本は大形 国の学者の提唱によって，奈良絵本をめぐる国際 : 

~ の縦本が大部分を占め，江戸時代に入ってから作 的な研究会議が開かれるなど，部丘学界での関心 → 
g られた奈良絵本になると横本が圧倒的に多い。初 も高まってきた。今後，文学と美術の両面から， ; 

E当 期の奈良絵本が特別の大形本の形をと ったのに この正体のよく分らない奈良絵本に解明の手が及 守

日 は，絵巻ーからの影響があったように思われる。縦 んでゆくことであろう。 （斯道文庫教授） 0 
← 玄
養 TEA ROOM本TEAROOM本TEAROOM*TEAROOM .. TEAROOM*TEAROOM*T E 骨

2
0
0
出
〈
凶
’
H
U守

お伽草子が絵巻という形式をとっ

て，文字だけによらずに絵を媒介として享受され

るようになったのも，そのような読者層の拡大と

深くかかわっていたのである。

奈良絵本と呼ばれる絵入写本は，そのようなお

伽草子の類を主たる対象として，室町時代の後期

で，きわめて類型的である。職業的な絵舗によっ

て描かれたことは確であるが，作者の個性を感じ

させる作品は少ないと言わねばならない。それが

美術史の側からの研究を遅らせていたのである。

奈良絵本の符，絵は，それだけを見る限りでは高
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医学情報センターは以

前には北里記念医学図書

館という名称だったが，

四谷では今も「北里図書館」あるいは単に「図書

館」 と呼ばれて親しまれている。そこには美しい

女性の係員や頼もしい男性職員がいて， 医学研究

者達の出す難しい注文にてきぱきと応じてくれて

いる。そして，おびただしい量の雑誌や単行本が

所蔵されているだけではなく，テレックスやコン

ピューターを用いて得られる医学文献に関する稜

々の情報が利用しうる場所となっている。 したが

って，それは単に図書館（やかた〉であるだけで

はなくて，豊富な医学文献情報を取り出せる中枢

〈センター）になっている訳である。そのような

センターから，どのような情報を引出して毎日の

臨床に応用出来るかは，われわれl人1人の利用

の仕方いかんにかかっているのだといえよう。

「患者さんから出発して患者さんに帰る」と言

われることがあるが，これを文献との関連でみる

と，臨床的知見を文献に照して検討し， その結果

を実地診療で役立てるということになるであろ

う。そういった文献探索においては情報の量と質

が問題になってくる。

医学情報センターは雑誌の所蔵量が非常に多

く，単行本も古い年代のものまで大切に保存され

ているので，われわれが文献を探すのにはとても

便利である。 それは他施設との文献の相互貸借に

おいて，医学情報センターが依頼を受けて貸した

件数が年間千数百件にのほることをみてもよく分

る。この相互貸借制度は大変に良いもので，田谷

』こない雑誌や本も三回や日吉は勿論のこと他大学

の図書館にあるものも短期間でコピーが入手出来

る。特に当センターとの間でテレックス回線が通

じている都内の東京女子医大，東京医大，慈恵医

大，北里大や杏林大のものは非常に早く l～2日

でコ ピーが得られる。また，国内にはない文献で

米国の NLM  (National Library of Medicine) 

や英国の BLLD (British Libraries, Lending 

Division）にしかないものでもコピーの入手が可

能である。その場合に，圏内国外のどの施設には

どの雑誌の何巻から何巻までがあるとか，どの本

はどこどこの図書館にあるとか，何大学の何先生

が持っているというような総合所蔵目録が種々の

角度から整備されているのも繕しいことである。

一方で，現今は情報過多時代とも言われてお

り，確かに尾大な量の医学文献が連日連夜，世界

中で産み出されている。精神医学関係の雑誌だけ

をとってみても百種類以上のものに関連論文が発

表されている。さらに，次々と発行される単行本

も多数あれそれらのすべてに目を通すことは非

常に困難である。したがって，それらの無数の情

報からどのようにしてわれわれ自身に必要なもの

を選択して取り出し得るかということが重要にな

ってくる。そのような意味でも，医学情報センタ

ーのサービスの 1つに，希望する雑誌の各号が到

着するとすぐに目次内容を各研究者に知らせてく

れるコンテンツ・サービスというのがあることは，

多忙な医学研究者に喜こばれている。また，最近

は新たに種々の抄録誌も発行されており， さらに

は Trendsin Neurosαfences （月刊， Elsevier）と
いう精神神経科関係のトピックスを紹介する新聞

スタイルのものも1978年7月に創刊されている。
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兵体的にあるテーマについての文献を探す場合

には，医学全領域の索引誌として Cumulated

Index Medicus (1960～ ）， Science Citation 

Index (1961～ ）があり，各専門領域別になっ

ている抄録誌である Excer.ρtaMedicaシリーズ

（精神医学関係1948～ ）とZentralbrattシリ

ーズ （精神医学関係1910～ 〉， また，日本で

は 「医学中央雑誌J，「月刊最新情報目次Jがあ

り，さらには医学情報センター独自のものとして

1968年以降の医学雑誌（圏内） の特集記事索引カ

ードが作成されているので非常に便利で ある。

Index Medicusとー医学中央雑誌」の利用法につ

いては， 佐藤和貴 ：精神医学領域における雑誌文

献の探索「精神医学」， 20(2) ; 207-212, 1978が

参考になる。また，手作業による文献探索サービ

スも行なわれており，あるテーマについて過去に

必要な年数をさかのぼって日英独仏伊などの文献

リストを作ってもらうことが出来る。さらに，コ

ンピューターを使用したキーワードによる文献探

索も可能であり，そのシステムと しては，世界的

な規模を持つメドラーズ（MEDLARS,Medical 

Literature Analysis and Retrieval System，医

学文献検索サービス〉と 日本科学技術情報センタ

ー（ジクスト，JICST,Japan Information Center 

of Science and Technology）による Jors 
(JICST On-line Information System）の2つ

のものがある。これらを利用する と短時間で可な

りの精密さで必要な文献をリストア ップするこ と

が可能である。

以上のようにして量的に多数の文献を得るこ と

が可能となるが，そこで問題になるのは重要度や

有用性に関する価値判断ない しは ウエート付け

が大切だということである。論文の題名をみる と

大まかなことは分るが，題名が面白そうだからと

思って実物やコピーを入手してみると，案に相違

してつまらないこともある。抄録誌の Summary

をみるとおおよその判断は可能だが，実際に全文

をみてみると内容の差異にびっくりすることがあ

る。

これと関連して孫引きの危険性ということがあ

る。原著（別刷やコピー）が入手出来ないと，巳

むを得ず孫引きがされる場合があるが，間違って

引用されてしま うことがあり，特に数値や年代，

人名などの誤植がそのまま孫引きで引用されてし

まうと，次々と間違いがそのまま引き継がれて行

くことがある。何かの機会に別の論文からの数値

や年代とのくいちがいが問題になり，苦労して原

著を調べてみてはじめてどちらか一方（時には両

方とも）が誤りだと判明する場合もある。孫引き

の場合ははっきり孫引きだと文献欄に明記してお

けば誤解をふせぐことが出来ょう。

一方，各分野の研究では常に他の人がまだ言っ

ていない新しいこと くこれをノイエス Neuesと

いう）を述べるのがよいとされてν、る。 ところ
が，自分では自分の意見や研究結果は自分の独創．

であ り Neuesであると思っていても，文献をさ

かのぼって集めて行くうちにすでに他人が同じこ

とを言っているのにぶつかることがある。このよ

うな場合には，もうやられていたのかと残念がる

とと もに，人聞はどこの誰もが似たようなことを

考えるものだと感心してしまうことになる。しか

し， ひるがえって何が Neuesかとい う議論にな

ると一寸ややこ しいことになってくる。科学的普

遍性を求める場合は再現性 ・反復性が重視される

のであり，過去になかった知見が Neuesとなる。

つま り，同じことを実験などで繰返して閉じ知見

を得ても，それは追試だというこ とになり，確認

という意味はあるが，当然で陳腐なことととられ

る可能性がある。しかし，実際の臨床では 1人 1

人の患者さんは常に新しい症例となるのであ っ

て，たとえ病名が同じでも，それぞれの患者さん

は1人1人が Neuesであるという認識が要求さ

れるのである。

さて，精神医学では文献の果す役割が非常に大

切であって，他の臨床各科とく らべてみると，い

くつかの特殊性がある。その lつは関連領域が広

範なことであり， 単に精神医学とい う専門領域の

ことだけではなくて，身体的背景のこ とについて

の検討が広く臨床医学の各方面に及ぶのは勿論で

あるが，その一方では人文科学系の分野，たとえ

ば， 心理学や教育学，哲学，社会学，言語学などの・

文献が必要になるこ とがある。これについては，
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医学情報センターには Psychological Abstracts 

をはじめ種々の索引誌があるので便利である。ま

た，三回や日吉との連絡がうまく行っているので

人文科学の専門文献が容易に入手出来るのは有難

いことである。

いま iつの特徴は， 単に新しいものが尊重され

るだけではなしに，古い時代にさかのぼって歴史

的に文献を検討することが大切になる場合が出て

くることである。人間の精神面を論ずる時には，

ある概念の歴史的起源やその後の発展を検討する

ことがぜひとも必要になることがある。古い文

献を探索したい時には医学情報センターにある

Index Catalogue ( U. S . A、1880ー1961）や
Catalogue of Scientific Papers （英国， 1800-

1900), Index Mediαisの古いもの （1879-1927)

をみると， 1800年代以降の単行本や雑誌論文のこ

とがよく リストア ップされているので便利であ

る。

医学情報センターは古い年代の書籍を所蔵して

いることが自慢のlつになっており，外国で1800

年代や今世紀初頭に発行された単行本などは，ま

さかあるまいと思って目録をひくと所蔵されてい

ることを知ってびっ くり し， 書庫へ行ってみると

まさしくその現物を手にとって見ることが出来る

場合があるのは媛しい限りである。古ャ雑誌類

も大切に保存されており，精神医学関係では

Archiv fur Psychiatrie und Nervenkrankheiten 

(Vol XII= 1881～），  Zeitschrift fur die 

gesamte Neurologie und Psychiatηe (Bd l= 

1916～）， Zentralbratt fur die gesamte 

Neurologie und Psychiatrie (Bd 25=1921～）  

の実物を身近かに手にとってみることが出来る。

半世紀以上も前の偉大な精神科医遠の論文をみて

いると，目的として探しているものだけでなく，

その前後にあってふと目にとまった論文にも興味

をひかれるものが一杯みつかる。これは自分で直

接に文献を探す時の楽しい余録であろう。古い製

本雑誌の皮表紙の色が手について，その手を洗っ

ている時に，何十年も前の人が言っていることに

感心したり，研究のヒントやはげましを与えられ

たように思ったりするのである。

以上述べて来たように，医学情報センターには

古い1800年代の文献から，ごく最近の文献までが

連続的にきれいに収集，整理されて保存されてお

り，あるいは何らかの手段で入手可能なのであ

り，塾の医学研究と診療，教育になくてはならぬ

ものとなっている。情報量は次々と矯大する一方

であって，それを収容するのには多大のスペース

が必要であり，また整理し利用の使を計るための

人員が必要である。図書館運営のためのコンビュ

ーターなどによる機械化もよいが，各方面にわた

る多角的ニードにきめ細かくこたえて行くために

は，やはり，専門的に勉強し訓練されて経験をつ

んだ職員が必須のものであり，人間味のある暖か

い応答は機械では代用し難いものである。

図書館の良否はその大学の学問的水準を大きく

左右するものである。塾の学術を発展させるため

には情報センターがさらに充実されて行くべきで

ある。具体的には，可及的に十分な予算的措置と

優秀な人材および場所と建物の確保，種々の機械

をそろえて行くことが必要である。そして一方で

は，情報センターを利用する側も，積極的に種々

の資料・文献やサービスを活用し，大切に扱って

行かねばならない。所蔵されている雑誌や単行本

や索引誌その他の資料，そして何よりも優秀なス

タッフの人達は，塾全体の共通にして不可欠な財

産であるという認識が大切であろう。

戸一山～~一一一’医学情セメモ

。国際医学情報センターの窓口の変更

これまで閲覧室内にあった国際医学情報セ

ンタ一利用者の受付窓口は，塾内利用者との

利用上の混乱を避けるため，図書館北側の入

口に変更された。

。密集式移動書架の新設

地下事務室に収容能力約3万冊の密集式移
動書架を新設し，昭和50年以来小金井地区に
別置していた旧分類図書約2万冊，並びに閲
覧室の開架図書約4千5百冊を収容した。
。指定寄付金

昭和52年度は図書費として医学部第5回生
の82万円など計10件，総額250万円を受領し

た。
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日吉情報センター（藤山記念日吉図書館）の改装計画

。はじめに

藤山記念日吉図書館

（以下単に当館と略す）

は昭和33年に建設され，

以後教養課程の学生を中心にして，そのサーピス

を提供してきた。教養課程の学生とは，一口に言

えば苦しい受験戦争を終え，来たるべき専門課程

への門口に立っている学生である。彼等は年齢に

して18歳から20歳，丁度人格の形成期としても重

要な時期にあたっているのである。

義塾の4つの情報センターのうち当館のみは大

部分の利用者が 1年ないし2年で通過していって

しま うという大きな特色をもっている。従って大

半の学生は，利用の方法，蔵書の位置などを充分

に理解しないまま 日吉を去ってしまうのが実状で

ある。

このような利用者を対象とする当館と して配慮、

しなければならない点は，第 1に使い易さという

点である。折角学生が図書館に来ても，蔵書が分

りにくい状態で配架されていたり，利用手続きが

繁雑であったりしたのではなんにもならない。ど

んな学生が利用に来ても図書館を簡便に活用でき

る状態にしておきたU、ものである。第2に配慮し

なければならない点は，幅広い教養書の収集であ

る。教科書や学術舎の収集は大学図書館として当

然のことであるが，人格形成の滋養となるような

基礎教養舎も多数収集することが肝要である。

勿論収集された基礎教養書が使い易い状態で配

架されているととも忘れてはならない。

このような観点にたって当館を振返 ってみる

と，必ずしも充分な配慮がなされているとはいえ

天野善雄 ？ 
（日吉情報センタ－P.S.課長） t 

ない点がいくつかあげられる。パブリ ックサーピ

ス課ではこれらの点を改善するため，改装計画の

検討を進めてきた。

本報告書では，一連の改装計画立案のプロセス

から，計画の実行， 完了までの概略を報告する。

I.計画の立案

図書館の閲覧業務は利用者との応接があるた

め，就業時間内に全職員が一堂に会することがで

きない。パブリックサービス課でもこの状態は同

じである。そこで当館では昨年7月より毎週1回

業務終了後に定例の連絡会をもつことにした。本

計画の立案はすべてとの連絡会を通じて行われ

た。連絡会の中で確認され，検討対象となった当

館のその当時の問題点は以下の通りである。

A. 千ェ ックポイントが2ケ所に分散

当時のパブリックサービス課は，兼任課長1

名，課長代理 1名，課員5名という編成であ っ

た。チ工、ソ クポイ ントとして貸出カウンター，レ

フγ レンスルームがそれぞれ異なるフロアーに位

置していたため，これだけの要員で両方に職員を

配置しなければならなかった。貸出カウンターの

最低所要人員が2名，参考係が 1名なので，昼食

時等の交代を考えると最低6名の職員が必要であ

る。このため管理職もカウンターのローテーショ

ンに組入れなければならず，職員の休暇があれ

ば，ただちにテクニカ／レサービス課への応援を求

めなければやっていけなかった。

B.閲覧座席が不足している

妙な話だが，小学生から高校生までは校内に自

分のぢlを持っているが，大学生になると （特に教
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養課程では）自分の机というものがない。このよ

うな点からも大学では図書銘の存在，しかも多く

の収容能力を有した図書館の存在が重要になって

くるのである。 ところが当館には閲覧座席が372

席しかなく，昼休み時などは座れない学生が閲覧

室や図書館入口附近でうろうろするような状態で

あった。文部省の大学設置基準では，図書館の閲

覧座席を収容定員の 5%以上と定めてお り，その

後の設置基準改善要項では，閉じく10%以上とさ

れている。日吉は学生定員が9,180名なので5%

とすると 459席必要であり， 372席ではわずか4.1

%にしかならない。

c.入出庫の手続きが面倒である
もともと出納制でスタートした当館は，数年間

の曲折を経て，最近ようやく全面開架制となっ

た。しかしながら開架制をとりつつも，一部に出

納制時代の名残りがあったことは否定できない。

その端的な例が入出庫の際のチェックであろう。

書庫の出入口に貸出カウンターを置き，入出庫の

際はすべてカウンターで学生証を受渡すシステム

となっていた。貸出カウンターでは学生の出入り

を常にチェック していなければならないため，職

員がカウンターにしばりつけられている状態であ

った。又閲覧室で閲覧する場合はすべて館内閲覧

手続きを必要とし館内閲覧中の学生の学生証

も預かっていたので，業務は極めて繁雑であっ

Tこ。

D.目録の位置が不便である

図書館にとって，特に当館のように教養課程の

学生を対象にした図書館にとっては，その教育的

見地からも，利用者の目録利用を促進することが

肝要である。そのためには目録の位置などの面

で，職員が常に利用者の目録利用を指導し易いよ

うに配慮されていなければならない。 しかるに当

館の場合，これも出納制の名残りと思われるが，

目録カー ドの位置が書庫と離れており，しかも書

庫と目録カードの聞には，貸出カウンターと閲覧

室出入口の仕切りがあったので，目録利用と書架

の閲覧が一体的になりにくい状態にあった。

E.雑誌の取扱いが不統ーである

当館の蔵書中91.6%は図書で占められており，

残りが製本雑誌である。この比率からも分る通

り，当館における雑誌の利用はあまり高くない。

そのせいか雑誌の取扱いは従来あまり配慮されな

いままになっていたようである。{f1Jえぱ毎日受入

れられる来製本雑誌は貸出カウンターとはフロア

の異なる 1階のレフ アレンスルームに置かれ，製

本雑誌は貸出カ ウンターから しかアプローチする

ことのできない地下書庫に置かれていた。 しかも

閲覧用雑誌目録はレファレンス／レームに配置され

ていたので，貸出カウンターで雑誌の状況を正確

に把握することは不可能な状態であった。

II. 対応策の検討

以上の問題点に対して，連絡会が検討を通じて

たてた対応策は以下の通りである。

Aのチェックポイン トが2ケ所に分散している

問題に対しては，

1. 参考業務機能を貸出カウンターに隣接させ

る。

2. 参考図書を 2階閲覧室に移動する。

3. 2階閲覧室の座席を割愛する。

Bの閲覧座席が不足している問題に対しては，

1. レフアレンスルームを閲覧室とする。

2. 新聞閲覧台をコ ンパクトな新聞架に取り代

えて，あいた部分に座席を増設する。

Cの入出庫の手続きが面倒であるという問題に

対しては，

1. 個人用ロ ッカーを整備して， 2階閲覧室及

ぴ書庫の利用者にはカバン類を持込ませない

ようにしその代り学生証を預からなくす

る。

2. 2階閲覧室での閲覧には館内閲覧手続きを

廃止する。（但しそれ以外の閲覧室に持出す

場合は従来通りの手続きとする。）

Dの目録の位置がよくないという問題に対して

t主，

1. 2階閲覧室の出入口及ぴ仕切りを取外し，
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階段の昇りきわまで移設する。

2. 目録を2階書庫入口附近に移動する。

3. 貸出カウンターを現在の出入口近辺まで張

り出す。

4. 目録のあった場所に最新の文庫本，新書版

を置いて魅力的な感じをもたせる。

Eの雑誌の取扱いが不統ーであるという問題に

対しては，

1. 未製本雑誌架を貸出カウンターのある2階

閲覧室に移動する。

2. 雑誌目録を図書目録と同じ場所に移す。

3. 製本雑誌の書架が一部古い木製で，収容能

カが悪いのでスティ ール製に取代える。

以上のような対応策が考えられるようになった

段階で，丁度昭和53年度の予算申請時期にあたっ

た。連絡会では予算申請の中に改装計画を盛込む

べく，対応策の具体的な裏付け作業を急いだ。

m.成案の作成
本改装計画は，単にモノの位置を動かすだけの

部分もあるが，大部分が新規に備品を購入したり

工事を伴ったりするものであった。従って予算の

確保なくしては到底実現不可能であったので，予

算申請時期までに計画の成案を作成しておかなけ

ればならなかった。

改装計画の成案すなわち予算申請案は11月中旬

に出来上った。内容は以下の通りである。

(A-1) 

参考業務機能を 2階閲覧室内（40mりに置く。

(A-2) 

参考図書（約6,（別冊〉すべてを2階に移動

できないので，一部を地下書庫前室に別置し，

残りを移動する。J}IJ置の目安は，利用頻度が低

いことが前提で，イ．旧版，；11本であるもの，

ロ．特定の限られた分野を対象と したも の，

ハ．参考図書扱いが不適当であるもの，ニ．古

すぎて資料的価値のないもの， ホ 内容が適当

でないもの，などと考える。 2階閲覧室に参考

図書用書架を設置する。書架は複式4連8段が

-25ー
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4本で， 1棚25冊として 6,400冊収容可能とな

る。このうちs,1けまレファレンスルーム既設分を

使用する。

(Aー3)

2階閲覧室に入って左手の 40m2を参考業務

用として使用する。そのため6人掛4脚の閲覧

座席を割愛する。

(B-1) 

レファレンスルームの書架はすべて撤去し，

閲覧室とする。

(B-2) 

新聞閲覧台はスペースをとり，備品としても

かなり古いのでこれを廃棄し，コンパク トな新

聞架を採用する。あいた部分を中心に閲覧座席

を22人分増設する。

(C-1〕

小閲覧室前をロ ッカールームとし，ここに個

人用ロッカ－ 180人分をいれる。既存の36人分

と合わせて216人分のロ ッカーを確保する。

(C-2) 

館内閲覧手続きを要する場合は極く限られる

ので，53年度以降館内閲覧の統計を廃止する。

(D-1) 

出入口と仕切ガラスをそのまま移設するがド

アは木製でなく透明ガラスに変える。新刊ガラ

スケースも作りつけなのでそのまま移設する。

2階閲覧室に階段の昇降音が響くようになるの

移設した第一閲覧室入口



で，階段に防音工事を施す。

(D-2) 

撤去した出入口及び仕切りの位置まで貸出カ

ウンタ ーを張り出し，閲覧室を見通せるように

する。

(D-3〕

目録室あとをブラウジングコーナーとする。

そのために，新刊展示ケースだけでなく最新

の文庫本，新書版を置き，手軽な利用を促進す

る。

(E-1) 

2階閲覧室と書庫の境に来製本雑誌、架を移設

する未製本雑誌の閲覧スペースを確保するため

に， 2階閲覧室の閲覧机の向きを90度変える。

(E-2) 

木製書架が，複式4連8段 l本，複式3連8

段3本， 単式4連8段 1本あるので，これらを

スティーJレ書架にする。

以上の成案を臨時予算として一括申請したとこ

ろ，ヨ詳し、にもほぼ完全な姿で認められた。

IV.実行段階

今回の改装計画では，館内閲覧システムを大幅

に変更すること，カバン等のロ・ソカー収容を義務

づけることなど，学生の図書館利用方法f.::-.1,,、くつ

かの改正点がある。毎年利用者の約半数が新入生

で占められる当館としては，一連の改装を新学期

の授業開始前に終っておきたかった。それができ

ないと，場合によってはしばらく古いシステムを

適用し，すぐに新しいシステムに変更するという

ステ ップを踏むことになり，利用上の混乱が起る

のではないかという心配があったからである。そ

こで改装作業の実施を出来る限り短時日で終らせ

るために，予算の決定をみた3月下旬から早々に

改装準備にかかった。実行経過を日程の順に表わ

すと以下の通りである。

実行経過

3月19目

。2階閲覧室の閲覧机の配列〈向き）変更

。2階閲覧室の参考図曾設置予定場所の閲覧机を撤

去（当初6人掛4脚の予定が，配置の工合で5脚

となり，結局30人分を撤去した〉

。レフアレンスルームより来製本雑誌架を2階閲覧

室に移設

4月4日， 5目

。参考図替の一部を地下8庫前撃に別置
4月5日

。2階閲覧室出入口ドアの撤去

4月6日－8日
。笹架撤去と移設のため，参考図書を曾架から一時

レフアレンスルームの床に別置（レフアレソスル

ーム開室）

4月7目

。貸出カウソター移動

4月11日

。レフア レソスルーム密架の撤去と 2階閲覧室への

移設（複式12連7段を移設，複式4速7段を新設〉

。ロッカー72人分搬入，設置

4月12日

。参考図書を2階閲覧室に移動

4月13日

。新聞閲覧台の廃棄，新聞架の級入

4月15日－5月2日

。2階閲覧室出入口及び仕切りガラスの機去と移設

工事

4月17日

。閲覧机，椅子の栂入

4月18日

。目録カード（著者，窃名〉を 2階曾康入口に移動
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4月20目

。地下書庫の木製書架を撤去

4月21日

。地下宿庫にスティーノレ製硲架を設置

5月2日

。ロッカー108人分綴入，設

2階閲覧室
2 階~成

ロッカー

朱製本雑誌

レフアレンス ・ノレーム

事務室

新聞コーナー

地下魯庫

5月4日

。専用文庫新書棚新設

5月16日

。分類目録を事務室前移動

5月23日

。最新文庫本，新禽版を専用棚へ移動

改装前，改装後の館内略図

(2 階）
改装前←一一一一→ 改装後

( 1 階〉
改装前←一一一一→ 改装後

（地階〉
改装前←一一一→ 改装後

- 'Zlー

第1閲覧室
2階霊3臨

地
下
へ

E
6

参考図書

第2閲覧室

ト一一一一」
分類目録

事務室
ロピー

地下古lilI

会
議
髭



一連の改装は，準備にかかってから約2ヶ月を

要したことになる。当初予定した新学期開始まで

に新しいシステムA 変更するという面では，授業

開始前日にロ ッカー72人分が入り，既設と合わせ

ると， 108人分となったので，不充分ながら学生

を混乱させることなく実施することができた。

しかしながら全体を通していえるこ とは，計画

の甘さというか，計算違いがいくつかでてきた点

である。例えば2階閲覧室は24人分削除の予定で

あったところ，通路などの関係でどう しても30人

分削らなければならなくなったことや，同じ2階

閲覧室の机の配列変更では，机備付けの電気の関

係で予定外の電気工事が入ってしまったことなど

である。図面上だけでなく，実際に動かしてみな

いと判然としない事柄もあるが，やはり詰めの甘

さとして反省しなければならない。

なお今回の改装により各室の使い方が異なった

こともあり，部屋の呼称、を以下のように変更 し

た。（ 〉内は閲覧座席数を指す。

l日

2階閲覧室（170)

レファレンスノレーム （74)

新聞ロビー （68)

小閲覧室（60〕

新

第l閲覧室（140)

第2閲覧室（170)

ロビー（90)

小閲覧室（60)

総座席数は460席とな り，最低ではあるが基準

の5%は満たすことができた。

v.今後の課題
従来のパブリックサービス課は，貸出カウンタ

ーとレファレンスルームが2階と 1階に分れてい

たため，少ない職員を 2ケ所に配置しなければな

らず， 1人でも休暇があるとテクニカノレサービス

課に応援を依頼するような有様であった。ぎりぎ

りの職員でサーピスしてu、たため，仕事のやり方

が基本的には学生の利用を待機している状態であ

った。 l人でもカウンターを離れて学生の相談に

のろうとするとカウンター業務そのものが覚束な

くなることもしばしtまであった。

今回の改装によってこれらの問題がかなり軽減

したことは事実である。職員の融通性はつけ易く

なったし， 館内閲覧手続きがなくなり，入出庫の

チェ ック もなくなったので，カウンター業務は待

機の姿勢から質問を先取りできる状態にもな っ

た。しかしながらそれだけでは形式が整っただけ

で，従来の問題点の半分が解消したにすぎないと

思われる。形式に内容を加味したサービス，ある

いは利用指導体制を確立しなければならない。こ

の点が今後の課題であろう。

改装後の連絡会もこの点が話題になった。

検討経過は割愛するが，最終的に対応策として

確認された事柄は以下の通りである。

1. 職員のインサービス トレーニングの実施

（レファレンスが近くなったので，当然貸

出カウンターにも参考質問が飛込んでくる。

これに対処するためにカウンター職員にもレ

ファレンスの基礎知識が要求される。）

2. 各科目別基本図書リストの作成

（利用指導，読書指導のためのトウーノレと

して，日吉で開講している学科目に則した基

本図書リストを作成しておく。）

3. 目録コーナー，書庫内の巡回サービスの実

施

（目録の使い方や図書の配架場所の分らな

いような学生がカウンターに質問してくるま

で待っていないで，こちらから出向いていっ

て指導できるようにする。〉

以上の諸点はすべて53年度ノfプリックサービス

課の業務計画に含まれることになり，順次実現の

方向に向かっている。 これらの点が具体化される

ことによって，単にモノを動かしただけの改装を

真に突のあるものにすることが可能となるだろ

つ。
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外国人利用者と図書館

鈴 木 富弥夫

最近，三回情報センターをよく利用する人

の中に，スリランカから来た訪問教授がい

る。主に研究しているのは日本とスリランカ

の貿易問題で，その分野の資料をよく利用し

ている。日本語は殆ど話せないため，カウン

ターの担当者としての責務上何とか英語で利

用方法や関係する図書のある場所を説明 し

た。すると，経済学部と商学部の図書の各分

類項目が何を意味するの

かを，英語で知りたいと

言う。今まで特に英訳し

たことはなかったため，

新たに分類表の英語版作

成を試みた。日本十進分

類表や国際十進分類表等

を参考にすれば簡単にで

きるだろうと思っていた

が，やってみるとなかな

か思う通りにはできなか

った。分類表の相当する

分野を探したり，事項索

引を調べても見つからな

い用語があったり， また「経済学辞典」や

「社会科学大辞典」等で用語の確認をした

り，収書方針を参考にしたりで，予想外に時

聞がかかってしまったが，ともかく経済学部

と商学部の単行書の分類表の英語版を作成す

ることができた。

訪問教授の他にも訪問研究員，留学生がお

り，合わせると年間約200人もの外国人が国際

センターに関係している。義塾の国際交流事

業の推進にともなって，将来もっと多くの外

国人が訪ずれるものと思われる。そしてこれ

らの人の多くが図書館を使うことになろう。

情報センターは多くの外国人に使われてい

るが，そのうちどれほどの人々が資料を有効

に利用し，目的を達成しているのかについて

は多少の疑問が残る。というのも，なかには

日本語に堪能な人もいるが，日本語はあまり

得意ではないとか，あるいは全く話せないと

いう人がかなりの部分を占めていると思われ

るからだ。特に三田情報センターでは，歴史

も古く，いろいろな変遷があったため，目録

体系が複雑になっており，職員でも何年か経

験した人でないと充分に使いこなせない。短

期滞在の人が多く，しかも日本語が不自由な

人々が，一体どれほどその利用方法を理解で

きているのかと思う。実際にこれらの人々に

接してヤると，まだよく理解していないが，

何も質問せず，こちらも親切心で説明してや

りたいが，外国語が自由

に話せないので，ためら

い勝ちになってしまう。

ある訪問教授によると，

日本語に自信がないため

に緊張し，あまり話せな

くなってしまうのだそう

だ。 このような人がリラ

ックス して，しかも充分

に資料を活用できるよう

な状況を作っていかなけ

ればならないと痛切に感

じる。

この種の問題は，新図

書館計画が具体化されてきている現在こそ，

真剣に取り組まなければならない大きな問題

であろ う。解決策として先づ考えられるのは，

外国人利用者の多い上智大学国際学部図書館

や国際キリスト教大学図書館等では既に実施

されているが，表示の英語併用と英語による

利用案内の作成である。特に利用案内は，外国

人研究者には明確な目的を持って資料を刷用

する人が多いため，前述の分類表の英訳を含

め，研究者用として満足のゆくものを作る必

要があろう。その他，利用傾向，特質を調べ，収

書計画や情報センター職員の語学研修などを

含めた幅広い角度からの対応策を考え，国際

化時代の情報センターのあり方を考えていか

なければならない。 （三回情報センター閲覧課〉
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資 料 I

三田情報センターの展覧会

図書館が愛されるとは大

切にされよく利用されるこ

とだと思うが，そのために

は魅力あるものでなくては

ならない。文豪菊池寛はよくよくでないと本は買

わない主義であったから図書館をよく利用したら

しい。彼の冷眼居雑談によれば「この間上野の図

書館に行ったが，朝八時前に三四百人も列を造っ

ておって大変だった0 ・－－上野の図書館では椅子

を一寸捻ったり寝転がったりすると直ぐに注意さ

れるので何だか窮屈らしい感じもする。 大橋図書

館は薄汚いのがいけなかったがー穫の落つきがあ

って割合に気楽でよかった。 日比谷図書館は居心

地がいいのでよく通った」（書物往来創刊号）と

ある。つま り利用しやすさと読書環境の良さが菊

池寛にこの文章を遣させたのである。彼の図書館

の利用法は大学に於けるそれとは相違していたに

ちがいないが，然し何より利用者と しての彼の期

待を満足させるものが，そこにあったことはたし

かである。この利用者を満足させる条件をととの

えることが我々大学図書館人の心がけるべき責務

だと思うのだが，それは極めてわかり切った事柄

でいて存外にむづかしい。施設の充実，豊富な蔵

書，利用の便宜さ，いずれも大切であるが，私は

ひとつ人間の問題，特に利用者と館員相互の人間

関係を重要視したい。それはア ットホームな親し

いふれ合いが可能であればすぐに得られる相互理

解が，如何に重要なファクターとして魅力ある図

書館造りに役立つこ とか，まさに量り知れないも

のがそこにある とも噴じるからである。

我々図書館人は常に受動的には利用者の要求に

応えこれを満足せしめると共に，能動的に学問領

域の拡がりに即応し未知の新知識を摂取せしめる

石 川 博道
（三国情報センタ一副所長〉

ことにも積極的でなければならない。私はこのい

わば啓蒙活動の一翼を荷うものに資料の展示及び

広報活動があると思う。学生を例にとればその一

人一人のもつ専攻分野と凡そ対象も内容も異なる

未知の世界を顕現することによって，新しい学問

研究の情熱をそこにかき立て勉学意欲を増進せし

めることに意義と目的があると言える。それは時

に利用者を図書館になじませ，或は読書に疲れた

一時をいやすなど色どりにも似た効果がある。

三田情報センターは図書館の所蔵する和漢洋の

善本稀蓄を駆使し，時に学部研究室 ・斯道文庫・

塾史資料室及び研究者個人も しくはク勺レーフ。等の

讃助協力を得て年に数回，規模の大きな展覧会を

聞いている。これ以外特定のテーマで小展示を若

干回行うほか，数多い美術書の日替り展示，学生

のための新着図書展示，特に昨秋からは教員を対

象にその新刊紹介を新研談話室において行ってい

る。展示計画の概要については展覧会の場合でい

えば大凡次の基準によって企画されて来ている。

1. 福海諭吉 ・慶慮義塾史研究に禅益するための

基礎資料の紹介

2. 義塾の記念事業 ・学会開催等を機に表敬的に

行う所蔵資料の展示

3. 歴史上著名な人物 ・事象を記念するための関

連資料の展示紹介

4. 義塾に所蔵する学術的に貴重な善本稀書の公

開（特定のテーマを設定する〉

5. 新収コレクションの紹介

ここでは戦後に於ける展覧会を一覧表にして次

に表示する。但し，図書館が図書館以外で聞かれ

た展覧会にその蔵書の出展をもって協力したケー

スは数多くあるが，主催もしくは共催でないもの

についてはこれを省いた。
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1. 日本中国学会第4回大会記念・中国関係稀

観書展（幻.10.18～19，有，言語文化研

究所〉

2.慶慮義塾図書館蔵 ・日本古刊本展

(29.4.24～'27，有〉

3.室町物語 ・舞 ・古浄瑠璃仮名草子本展

(30.11. '27.有，国文学研究室〉

4.私大図協第17回総大会開催記念 ・慶慮義塾

図書館蔵日本古番目展（31.5.19～22，有〉

5. 反町十郎君寄贈 ・武家文書展

(31.10.13～15，有〕

6.福湾先生誕生記念会出品 ・相良家文書展

(33.1.10，有，国史研究室〕

7.慶勝義塾図書館蔵 ・日本中世文学資料展

(33.5.23～25，有，国文学研究室〉

8.松永安左エ門寄贈記念・亀井南冥 ・昭陽著

作展（34.l. 20～21，有，斯道文庫〕

9.法学部法律学科開設70周年記念 ・明治前期

民事法関係立法史料展（35.10.14，有，

法学研究会〉

10.東方学会主催第6回国際東方学者会議参加

者歓迎展（36.5.'27，有，斯道文庫）

11.慶慮義塾図書館蔵 ・日本文学警本展

(38.6.15～17.有，全国大学国語国文学

会〕

12.東方学会第13回会員総会 ・慶慮義塾大学所

蔵 ・1英籍古紗本展（38.11.7，有，斯道
文庫〉

13.第33回社会経済史学会大会 ・古文容展

(39.5.9，有）

14.福湾諭吉全集完成記念 ・福湾先生展

(39.5.12～16.有，塾史編纂所〉

15.簿記の語源に関する資料展

(39.5.28～30.有，西川孝次郎〉

16. 国際大学協会第4回総会参加者来塾記念展

(40.9.4，有，文学部．斯道文庫．塾史

編纂所〉

17.国際大学協会福湾先生関係資料 ・図書館所

蔵古刊本展（40.10.6～8，有，斯道文庫，

塾史編纂所〉

18. ジャン・ポール・サルトノレとシモーヌ ・ド・

ポーポワ－，レ展（41.9.19～24,有， 仏

文研究室〕

19.慶態義塾所蔵 ・幕末伝来蘭英書展

(41.12.8～10，有〉

20.慶慮義塾所蔵 ・「資本論」刊行百年記念、展

(42.11.7～9，有，経済学会〉

21. 慶耀義塾命名百年名誉博士授与記念 ・松永

安左エ門 ・高橋誠一郎両君資料展（43.

5.18～20，有〉

22.重要文化財指定記念 ・慶慮義塾図書館蔵善

本 ・稀本展（43.12.12～14，有）

23.江戸市民資料展

(45.5.25～29，有，北里記念医学図書館〉

24.没後10年 ・野村兼太郎博士資料展

(45.6.25～'27，有〉

25.新律綱領展一発布百年記念ー

(45.10.14～17，有，手塚豊〕

26.六十周年記念 ・三国文学展

(45.11.10～13，有， 三国文学ライプラ

リー〉

幻．斯道文庫創立十周年記念 ・近蒐善本展

(45.12.1～4，有，斯道文庫〉

28.三国評論創刊700号記念展

(46.1.19～22，有〉

泊．明治初期慶態義塾資料展一三回移転百年記

念一（46.4.20～22，有，塾史資料室〉

30.慶慮義塾所蔵 ・中世古文書展

(46.5.26～29，有，高橋正彦）

31. ホチ．ソン展一日本英文学会年次大会を記念、

してー（46.12.4～5，有，日本英文学会〉

32.幸田成友著作集刊行に際し幸田成友名誉教

授を偲ぴて（46.12.8～10，有）

33.学問のすすめ発刊満百年記念展

(47.5.17～19，有，塾史資料室）

34.第14団関学資料研究会大会 ・「幸田文庫」

日蘭通交史資料展（47.6.17～19，有〕

35.吉野秀雄歌碑除幕記念展

(47.6.30～7.1，無，吉野登美子〉

36.公害関係文献情報サービスと資料展
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(49.11.13～15，有，経済学部速水研究室〕

47. 日吉出土考古名宝展

(50.6.4～6，無，民俗考古学研究室〉

48.義塾に学んだ人々展ー第1回一

(50.10.15～17，有，塾史資料室〉

49. フランス官報とパリ ・コミューン資料展

(50.11.5～8，有，経済学会〉

50.福湾諭吉の生涯と生活展ーその遺品を中心

としてー（51.5.11～14，有，塾史資料室〉

コ／レディエ文庫 ・欧米人の中国研究書展

(51.10.21～23，有，斯道文庫〕

52.足尾鉱毒事件と田中正造資料展

(51.10. 27～29，有，小松隆二他〉

53.義塾に学んだ人々展一第2回一

(51.11.17～19，有，塾史資料室〉

54.西南の役と慶藤義塾展

(52.5.25～27，有，塾史資料室〉

55.慶謄義塾図書館蔵・御伽草子絵巻と絵入本

(52.10.12～14，有，松本隆信〉

56.義塾に学んだ人々展一第3回一

(52.12. 6～8，有，塾史資料室）

57.慶謄義塾大学蔵 ・中世文学資料展

(53.5.20～23，有，国文学研究室〉

目録の有無，協カ者又は協力機関名〉＊

51. 

(47.10.3～6，有〉

37.逝去50年記念 ・問中華一郎博士資料展

(47.11.10～11，有，文学部，法学部〉

38.図書館新収俳書展

(48.9.20～22，無，国文学研究室〉

39.没後20年記念 ・折口信夫著作資料展

(48.10.1～6，無，国文学研究室〉

40.初期日仏文化交流展ー福湾諭吉とロニイを

中心としてー（48.10.15～17，有， 仏文

研究室）

41.アダム ・スミス生誕おO年記念展

(48.10. 23～26，有，経済学会〉

42.泉鏡花遺品展

(48.12.13～15，無）

ローベルト・ ムシノレ展

(49.5.10～14，有，日本独文学会）

44.三回演説会発会満百年記念 ・「演説」の発

達に関する資料展（49.6.5～7，有，塾史

資料室）

45.慶慮義塾図書館蔵本による目で見る日本文

学の流れ （49.10.23～25，有， 国文学研

究室〉

46.歴史人口学展

43. 

埼k本＊（開催年月日，＊ ＊ 

く昭和53年6月現在研究・教育情報センター協議会委員＞、一一一ー一一一一一一一一一
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＝＝＝＝資料 H

年次統計要覧 ＜昭和52年度＞

慶麿義塾大学研究 ・教育情報センタ ー

I .図書費 <52年度実績及び53年度予算＞

一 ＼＼、

年度
52年度実 績 く単位 ・円＞ 53年度予算＜単位，千円＞

＼＼＼ 

支部センター ＼＼＼＼ー 図書支出 ｜図書資料費 ｜ （計） 図密支出 ｜図書資料費 ｜ （計〉

三国 情報センター 105,046,435 110, 344, 792 215,391,227 267, 174 1, 387 268, 561 

図 曾 館 105,046,435 683,240 105,729,675 135,650 1, 387 137,037 

研 究 室 ＊ 109,661,552 109,661,552 131,524 131,524 

（私大研究設備相当額〉 (14,500,000) ＊＊ 

日吉情報センター 15, 221, 114 31,2仰，130 46,430,244 56,490 l, 360 57,850 

図 魯 館 15, 221, 114 1,248,396 16, 469, 510 20,540 1,360 21,900 

研 究 釜本 29,960,734 29,960,734 35,950 35,950 

（私大研究設備相当額） (4,500,000) 泊棒 由事

医学 情報センター 47,231,308 1, 403, 741 48,635,049 54,545 1,619 56, 164 

” 43,391,573 1, 403, 741 44, 795, 314 

指定寄付金 3,839,735 3,839,735 

理工学情報センター 35,235,941 901,415 36, 137,356 44,750 904 45,654 

II 35,235,941 901, 415 36,137,356 

（管理工学科寄託〉 (180, 730) ＊ 認候

（私大研究設備〉 (l, 300，側〉 ＊＊ 

1口>. 計 2…798 1143. 859 078 I…876 I 478,229 

注） ’特別図書費は含まず

判（ 〉内は合計欄に加算せず

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義塾が臨時的に手当てしたもの
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Il-1 蔵書統計 く年間受入及ひ前蔵冊数＞

支部センター
冊数 し－主
----11 和 ｜

行

洋

本 製本雑誌

計 ｜｜ 和 ｜ 洋

叶8ベ3,096
（山叫（2,826)1 （し397)

(1弘5 : (5,492) （川9)1

計
合 計

q

d

q

o

n

u

－
 

Fb

A

U

P

D

一

8uτ

弓，弓，

一

円
汐
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の，“

一

円。，
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η

’u

－

8
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1
q
o

’i 

’A

n

L

n

3

 

d

a

τ

n

L

1
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’A
a

uz

勾，

a

三回情報センター 11, 653 16,386 

間
究

館

室

ーノ。，u
q
L
 

C
U
 ，
 

cu 
re
‘、

邸年 図

研 (5, 031) (10, 528) 

1, 555 I 3, 240 I川 95I 1,961 I 1,997 j 3,9詔 1:

（印刊 〈叫（同O)i: (1, 6ゲ (7)1 (1,6引
(2, 017) (3, 0部） (5, 105)1' 

I I』！｜ ’ I:

~ I ~, 1 , .• 1, t 回， 1 ,.~· I ，.川 4,296

1引 2,8イ5川7,8701; 

14,753 受i日吉情報センタ一

入｜ 図書館 (7,337) 

冊
研 究 室 (7,416) 

数 ｜医学情報センター

理工学情報センター 1,426 9,602 

合 計＇： 川円必ベベ州問.I 68,104 
つ一ー 一一一一一「一一一－一一一一 一寸一一一一一i"i一一一 I I I 

｜三田情報センタ一 I! 409,304 I 329,145 I 738,449 Ii 96,900 I 72,566 I 169,466 ji 901,915 

所［ 図醤館 ！｜ （山的：(201. 51刊 5767)ii (54, 9 

蔵｜ 研究室竺竺I(1 J （…）i: (41，叩O) (36, 4鎚）i(78，制）ii (30 i 

冊 ｜ 日吉情報センタ一 川印21 削 13I 1s2. 4叶 12, 248 , 削 51 a内｜
数｜ 図密館 ｜十 （80,2叫（6,453):（即日）ii （叩6) (124)i (7，卿〉｜

刻 一 勺3と竺）~II (4,452~ ……! 
芭l一一i竺 I1s，作91 34，吋 32,219 I 60, so4 [ 93, 023 jj 121. 609 

理工学情報センター 1 21, 262 I 11, 9臼 ｜ 33, 226 I' 22, 455 i 53, 586 : 76，似1I l凹，267
Ii I I II I I Ii 

.. :------;; T ~~l .:. 701 I…Ii ，ζ長雨ベー5

注〉 所蔵冊数（累計）は年間受入冊数から除籍冊数を引いた数値を前年度の累計所蔵冊数に加えたもの

211, 614 

(94,583) 

(117,031) 
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Il-2 蔵 書 統 計 く逐次刊行物：タイトノレ数＞

『＼＼＼

カ レ ン ト ノン カレ ント カレント ・、、、

種 別j＼ ノンカレント
支部センター

＼＼、＼＼＼  和 洋 計 和 洋 言十 合 計

三悶情報センター 3,884 1,869 5,753 4,793 1,778 6,571 12,324 

図 書E 館 (1,497) (536) (2,033) (3,063) (1,030) (4,093) (6,126) 

研 究 室 (2,387) (1,333) (3,720) (1,730) (748) (2,478) (6,198) 

日吉情報センター 488 428 916 152 403 555 1,471 

図 書 館 (370) (10) （招0) (71) (3) (74) （必4)

研 究 室 (118) (418) (536) (81) (400〕 (481) (1,017) 

医学情報センター 1,995 1, 517 3,512 

理工学情報センター 1,037 1,982 2,907 4,889 

i口'- 計 ｜｜ 山 田l 22,196 

m-1利 用 統 計 ＜貸出及び閲覧冊数＞

＼＼＼  内訳 貸 出

支部センター＼＼＼＼ 教職員 ｜学 生｜ （計〉
館内閲覧

三国情報センター 9,942 53,955 1.04 

図 密 館 (6,334) (51, 021〕 (57,355) 68, 710* 0.97 

研 究 室 (3,608) (2,934〕 (6,542) 開 架 1. 03 

日吉 情報センター 3,008 32,078 35,086 1.42 

図 書 館 (l,090) (32,078) (33,168) 13, 024 1.47 

研 究 室 (1,918) (l,918) 開 架 0.91 

医学情報センタ ー 29,653 全 開 架 1. 03 

理工学情報センター 13,767 全 開 架 1. 21 

＊ その他貴重富閲覧 956冊／117人

国一2 利 用 統計 く相互貸借（複写依頼を含む〉＞

百

内 訳 依頼をうけ た（貸〉 依頼し た（借）

内 ｜国

d口'- 2十
支部センター

＼、＼
国 タト 国 外

三回情報センタ ー ｜｜ 437 136 110 684 

日吉情報センター 61 。 31 2 94 

医学情報センター 162 2,363 144 15, 212 

理工学情報センター ／1 。 1,014 106 22,785 

i口,. 計 ｜｜ 
34, 706 38,775 

- 35ー



皿－3 利用統計 ＜複写サービス＞

支部センよ＼ ＼

A寸4・ 内 学 外 l合 計

件 数 ｜枚 件 数 ｜枚 数 件 数 ｜枚数
M F 

数

三回情報センターホ 14,509 268,953 728 20,545 15,237 289,498 70件

日吉情報センター紳
(PPC) 45,812 。 。 45,812 921コマ

医学情報センタ ー 50,410 417,675 33,736 218, 719 84,146 636,394 6,072コマ

理工学情報センター 20,793 344,299 21,665 210,657 42,458 554,956 。
本他にリコピー 419件／63,597枚 及ぴ PPC 461,436枚
制 コイン式Pp Cのため件数は不明，その他，リコピー 178件（学内117件，学外61件）／4,686枚

編集後記

。この4月から，日吉情報センターの新しい所長

に法学部の山崎照雄教授が就任いたしました。本

誌巻頭の「新所長の抱負」を通して山繭新所長の

新しい仕事に対する並々ならぬ意欲とパッション

とを感得することができるようです。

この機会に日吉情報センターの発足以来3期6

年間の永きにわたって新組織を育まれ，将来の発

展の地歩を固められた三沢進前所長に対し深甚な

る謝意を表したいと思います。

日吉情報センターは発足の当初から難聞が山積

しております。特にパブリ ックサービスのある藤

山記念図書館とテクニカlレサービスの拠点である

研究室書庫とが地理的に離れているのが致命的

で，この欠陥によってスタ ッフの効率的な配置を

妨げられ，意志の疎通が不完全なものとされ，ム

ダな仕事の処理を余儀なくされるという事態とな

っています。 こうした悪条件の中にあって，教養

課程の学生の読書意欲に少しでも応えよう とする

パブリ ックサービス諜のスタッフの，向上を求め

るひたむきな努力は天野レポートによって的確に

記録されている といえましょう。

。研究者とライブラリーとのかかわり合いという

テーマは，このKULICが近年特に力を入れて

いる分野ですが，本号では数学者の立場からの斎

藤論文，西洋音楽史家の立場からの中野論文の2

3議を得ることができました。図書館のサービスは
とかく初歩的で最大公約数的なレベルにとどまり

がちですが，研究者のニードはあくまでもスペシ

フィ ックであることをこれらの論文は改めて教え

てくれるようです。研究サービスに従事するスタ

ッフは，現実のギャップを埋める努力を怠っては

ならず，そのためには旺盛な知的好奇心を保ち，

弛まぬ自己研讃に励まねばならないでしょう。

。ライブラリー ・コレクションの質と量とが充実

してくると，このコレクションを死蔵させないた

めの様々な工夫が必要となってきます。目録の整

備，レフ ァレンスサービスや閲覧サーピスの拡充

などはその一例ですが，これらがいわば受身的な

対応であるのに対して，利用者の図書館の観念を

変革し， 利用者自 らが知識に接近しうるノウハウ

を習得し得るよう，ライブラリーがその過程に積

極的に参画するという動きは能動的な対応といえ

ます。コレクションの質・量が次第に充実してきた

義塾の情報センターにとって，この利用者教育の

必要性は今後益々深まることが予想され，渋川論

文「ライブラリー・インストラクション」はその意

味で今後に指針を与えるものと期待しています。

O浅井論文は学生を対象に医学情報センターとい
う特定の場所で，特定のテーマについて文献探索

を行う方法を説いたものです。講義との関連で図

書館を利用するこ とが多い学生にとって，一般的

なガイドよりはこの種の限定されたガイドの方が

有効であることは論をまちません。 KULICと

しては今後もこのようなテーマに取組んでみたい

と考えています （中島）。

編集委員事情報センタ一本部渋川雅俊 中島紘一本三回情報センター 鈴木富弥夫＊日吉
情報センタ一 関 洋本医学情報センター 並木和子本理工学情報センター 池田久子e
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